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1 A型肝炎 EurOsurve‖ lance vol

13,40,Oct.2,2008
チェコ共和国保健保護庁によると、2008年 5月以降チェコにおいてA型肝炎症例の増加が観察され
ており、年初から9月 28日までに602例が報告され、2007年 の同時期に8倍、2003～ 2007の各都市
の同時期平均と比べて6倍であった。

B型肝炎 C‖ n infect Dis 2008:

47:e52-56
2000年 1月 から2004年 12月 に日本で新たにB型肝炎表面抗原陽性となった患者を調査したと

=552名 中23名 (4%)がHBV再活性化で、529名 が急性B型肝炎であつた。再活性化群は急性B型肝炎
群に比べ、年齢およびHBV DNA値が有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低かつた。また
再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全となり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方
が有意に高かった。

B型肝炎 FDA/CBER 2008年 5
月 業界向けガイダン
ス(案 )

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体(抗 HBc抗体)が陽性となつたために供血延期となった供血
者のリエントリー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。これまで、抗HBc抗体が2回以
上陽性となった供血者は無期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目に陽性となっ
た後、8週間以上経つてからHBs抗原、抗HBc抗体および高感度HBV NATによってHBV感染が否
定された場合は供血可能となる。

B型肝炎 」Hepato1 2008:48:

1022-1025
スロヴェニアで、HBs抗原陰性で抗HBc抗体陽性、抗HBs抗体低力価陽性、HBV DNA陽性前
赤血球と新鮮凍結血漿を輸血された59歳の患者が4ヶ月後に急性B型肝炎を発症した。また同じ
供血血液由来のRCCの輸血を受けた71歳の患者も7ヶ月後にHBV感染を認めた。2例ともドナーと
同じ配列を有するジェノタイプDが感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は抗HBs
抗体が陽性にかかわらず、感染性を有した。

B型肝炎 」Med Viro1 2008:80:

1880-1884
1971～ 2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性HBV感染患者153名および慢性HBV感染患
者4277名 について5年間毎のHBVジェノタイプ/サブジェノタイプを調べた。急性感染患者数は35年
間中増加し続けた。慢性感染患者は1986～ 1990年が最大であった。ジェノタイプは急性感染患者
と慢性感染患者で大きく異なった (A、 B、 C型 :286%、 10.3%、 595%vs 3.0%、 12.3%、 b45%)。 最近では
外国のサブジェノタイプB2/Baが増加する傾向がある。

B型肝炎 Transfusion 2008:48:
1602-1608

供血時には血清検査陰性であったが、その後HBV DNAが 検出された供血者由来の血液成分を輸
血された2名 の免疫不全患者について調べた。受血者 1は HBVワクチン接種を受け、抗HBsキャリ
アであったが、赤血球輸血後 13カ月で急性B型肝炎を発症するまで他のHBVマーカーは全て陰性
であつた。供血者とHBVシークエンスが一致したため、輸血関連感染と確認された。受血者2は血
小板輸血を受けたが、感染していなかった。

B型肝炎 Vox Sanguinis 2008;

95:174-180
HBV DNA陽 性かつ表面抗原 (HBsAg)陰 性オカルトHBV感染の検出感度を上げるために、HBV
DNAと HBsAgを同時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下でpdrL―けsineでコートした
磁気ビーズを使用し、ウイルス凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、HBV DNAと
HBsAg量は、最高4～ 7倍に濃縮された。本方法により、EIAと HBV NATの 感度が上昇し、HBsAg
EIAを用いてオカルトHBV感染者40名 のうち27名 を検出することができた。

C型肝炎 第 70回 日本血液学
会総会 2008年 10月
10～ 12日

症例は再生不良性貧血の54歳の女性で、2007年 6月 20日 に初回輸血が実施され、初回輸血前検
査はHCV抗体陰性、HCVコア蛋白陰性で、あつた。10月 1日の輸血後、HCVコア蛋白が陽性化した
ため、遡及調査を開始した。患者には計54本の輸血があり、保管検体の個別NATにより、1検体か
らHCV― RNAを検出した。患者と献血者のHCV Oore― El― E2領域の塩基配列が一致したことから、
本症例は輸血によるHCV感染である可能性が極めて高い。

C型肝炎 Clin infect Dis 2008:

47:627-633
フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リスクにおける環境汚染および標準的注意
の非遵守の役割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち1名 は、同ユニットで治療中
の慢性感染患者と同じウイルス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明らかとなった。
環境表面検体740例 中82例がヘモグロビンを含み、その内6例がHCV RNAを 含んでいた。手の衛
生に関する遵守率は37%、 患者ケアの直後に手袋をはずしていたのは33%であった。

C型肝炎 Clin infect Dis 2008;

47:931-934
ニューヨーク市のEast Ha‖ emのクリニックから18歳以上で血中HCV PCR陽性の吸引用麻薬常習
者38名の鼻汁検体および吸引に使用したストローを入手し、血液およびHCV RNAの 存在の有無を
調べた。鼻汁検体28例 (74%)、 ストロー3例 (8%)か ら血液が検出され、鼻汁検体5例 (13%)、 ストロー2
例(5%)でHCV RNAが検出された。HCVウ イルスの鼻腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。
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E型肝炎 Chin」 Bio1 2007:20:

570-574

HEVの中国長春地域の動物群における感染状況および系統進化の関係について分析を行つた。
抗HEV抗体陽性率は、ブタ86.61%、 ウシ4586%、 ヒツジ7.53%、 シカ4361%、 ニワトリ4.88%、 ウマ15,74%
で、プタにおける流行の割合は他の動物群に比べ明らかに高かった。また、ブタ感染HEVの遺伝
子配列と、ヒトにおける散発性E型肝炎ウイルスの遺伝子型である4型の相同性が最も高かつた。

E型肝炎 丁rans負』sion 2008:48:

1368-1375

2004年9月 20日 に39歳 日本人男性から献血された血液はALT高値のため不適当とされ、HEV陽性
であった。当該ドナーの遡及調査の結果、9月 6日 にも献血を行い、HEV RNAを含有する血小板が

輸血されていた。当該ドナーと親戚は8月 14日 にブタの焼肉を食べており、父親は9月 14日に急性

肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7名 がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22日 目
にALTが上昇し、HEVが検出された。

E型肝炎 Vox Sanguinis 2008;

95(Suppl.1):282-283

2005年の中国の4都市(Bejing、 Urmuchi、 Kunmingお よびGuangzhou)における供血検体のHEV感

染率を調べた。その結果、ルーチン検査 (抗 HCV、 抗HIV1/2、 HBsAg、 梅毒およびALT)陰性供血者
の約1%は抗HEV lgMま たはHEV Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、ALTスクリーニング
は中国のHEV感染血排除に役立つ可能性があった。

E型肝炎 Vox Sanguinis 2008:

95:94-100
百蒸のプタから分離されたHEVジェノタイプ3または4の 4株について熱処理およびフィルターによる

除去の程度を検討した。HEVはアルブミン溶液中で60℃5時間加熱後およびフィプリノゲン中で
60℃ 72時間加熱後も感染力が検出されたが、PBS中で60℃5時間加熱後およびフィプリノゲン中で
80℃24時間加熱後には検出限界以下に不活化された。また、20n南ナノフィルター使用により完全

に除去された。

E型肝炎 IDWR感染症週報2008

年第36週

1999年 4月 (感染症法施行)～ 2008年第26週に都道府県から報告された288例 のうち、国内感染例

218例 、男性177例、女性41例である。感染経路は経口感染があり、飲食物の記載があつたものは

111例で、内訳はプタ47例、イノシシ24例、シカ15例である。予防は肉や内臓を充分加熱することで

ある。

HIV 肝 OP news.Oom
2008年 8月 15日

アルゼンチンCordoba州 の公立病院において、輸血を受けた集中治療中の患者2名 がHIVに感染し

た。供血者は12月 に供血した時にはHlV陰性であった。5月 に再び供血した時にはHIV陽性であっ

たが、血液は既に使用されていた。アルゼンチンでは約 12万人がHIVに感染している。

インフルエン

ザ

CDC/MMRW
57(49)1329-

1332/20081212

米国2008年 9月 28日 ～11月 29日におけるインフルエンザウイルスの活動性に関する報告。新規の

インフルエンザAウイルスに感染したヒト症例1例(14歳 )がTexasから報告された6ブタとの数回接

触後、プタインフルエンザウイルスA/HlNlに感染した。症例は回復し、患者の家族又は接触者に

は発症していない。

インフルエン
ザ

ProMED―
ma‖200808252648

タミフル耐性型の「通常の」季節性インフルエンザが急速に拡大しており、南アフリカでは今年の冬

(2008～ 2009年 )のインフルエンザに効果がないおそれがある。WHOのデータによると同国でHlNl
株に感染した107名 に関する検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有していた。

2008年 4月 1日 から8月 20日に南半球の12カ 国のHlNlインフルエンザ感染患者由来検体788例 中
242例 (31%)がタミフル耐性に関係があるH274Y突 然変異を有していた。

鳥インフルエ

ンザ

N Engl」 Med 2008:

358:2573-2584
細胞培養で製造したH5Nl鳥マンフルエンザワクチンのPhase lお よび2試験を行つた。その結果、
大多数の被験者においてアジュバントなしの75μ gまたは15μ gのヘマグルチニン抗原を含有する
ワクチンの2回接種が、様 な々H5Nlウイルス株に対するする中和抗体の合成を誘発することが示
された。注射部位での軽度の痛みと頭痛が主な有害反応であつた。このワクチンが有用であること
が示唆された。

鳥インフルエ

ンザ
WHO/EPR 2008年 6月
19日

WHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定ヒト症例の集計数である。2008年は、5月
28日 現在、バングラデシュで1例 (死亡0例 )、 中国で3例 (死亡3例 )、 エジプトで7例 (死亡3例 )、 イン

ドネシアで18例 (死亡 15例 )、 およびベトナムで5例 (死亡5例 )が報告され、合計34例 (死亡26例 )で

ある。
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鳥インフルエ
ンザ

Wkly Epidemiol Rec

2008:83:359-364
2007年 10-11月 にパキスタンで発生したトリインフルエンザA(H5Nl)の 家族クラスターでは、25～ 32
歳の兄弟3例が確定症例で、内1例が死亡し、2例は回復した。更に、同一家族内で感染可能性例 1
例、および無症候性の血清反応陽性例1例が検出された。1例 目の症例のみが感染した家禽への
接触歴があつた。家族内での限定的なヒトーヒト感染が発生したが、コミュニティーヘは拡大しな
かった。

ウエストナイ
ルウイルス

ABC Newsletter
No.382008年 10月 17
日

2008年9月 に、イタリアで{可年かぶりにヒトのウエストナイルウイルス(WNV)1出炎が2例報告され
た。1例 目はFerraraと Bobgnaの間に住む80歳代の女性、2例 目はFerraraに 住む60代後半の男性
であつた。また、ウマ6頭とトリ13羽でWNV感染が確認された。WNV髄膜1出炎の積極的サーベイラン
スプログラムが開始され、当該地域で供血者スクリーニング用NATが導入された。また、当該地域
に1日 以上滞在したことのある供血者を28日 間供血延期する措置がとられた。

ウエストナイ
ルウイルス

CDC/MMWR 2008;
57(21):577-580

2007年 7月 19日、米国赤十字はプエルトリコにおいてNATによる献血のスクリーニングを行い、
WNV陽性を示した3名をプエルトリコ保健省に報告した。これら3名はプエルトリコにおいてWNV感
染が確認された最初のヒト症例である。WNVによりもたらされる公衆衛生上の脅威を監視および評
価するためには、WNV感染に関する臨床医の意識向上、調査の継続ならびに教育活動が必要で
ある。

ウエストナイ
メレウイルス

Emerg lnfect Dis

14;804-807 May2008
ハリケーン被害地域(ルイジアナ州およびミシシッピ州)の 2006年のウエストナイルウイルス感染発
生率は2002-2005年の平均発生率と比較して2倍以上に増加した。

ウイルス性脳
炎

ProMED―
ma‖ 20080828.2697

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている原因不明のウイルスは、インド保健省め
~

専門家らにより急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数週間におよそ800人の患
者が発生し150人が死亡したと報告され、その数は増加すると見られている。血液検査で日本脳炎
陽性となった患者は5%以下であつた。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合感染の可能性につい
て調査中である。

BSE Canadian F00d
lnspection Agency

2008年 11月 6日

2008年6月 2日 に短期間の疾病後に処分されたBttlsh COlumbiaの 乳牛は、カナダで13頭 目のBSE
牛であることが確認された。どの部位もヒト食料または飼料システムに入つていない。該当牛は
2003年 4月 22日 生まれで、死亡時61月 齢であつた。生まれてから一生同じ農場で過ごした。一緒に
飼育されていた207頭について飼料コホートが実施された。本症例検出により、カナダBSEリ スクパ
ラメーターは変更されない。

BSE Canadian Food
inspect:on Agency

2008年 8月 15日

2008年8月 15日、CFIAは、Albettaの 6歳の肉牛がBSEであることを確認した。どの部位もヒト食料ま
たは飼料システムに入っていない。国際ガイドラインに基づいた疫学的調査を実施中である。

クロイツフェ

ルト・ヤコブ病

CDC/MMWR 2008:57
(42):1152-1154

日本のC」 Dサーベイランスグループの調査によると、死体硬膜移植片(大部分がドイツ製品
~~~~

Lyodura)に関連したC」Dと同定された症例数は1996年には43例であつたが、2008年には132例 に
増加した。132例全員が 1978～ 1993年に硬膜移植を受けており、1985年 9月 から2006年 10月 に発
症した。発症時の平均年齢は55歳 (18～ 80歳 )で、潜伏期間中央値は124年で、最長24.8年であっ
た。

クロイツフェ

ルト・ヤコブ病

」Neurol Neurosurg

Psychiatry 2008:79:

229-231

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神経症状で入院後豫 速に悪化して4ゲ月後に死亡し
た。組織学的検査で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫組織化学的検査でびま
ん性シナプティックな異常プリオンの沈着が見られ、C」Dと診断された。また患者のPRNPは
129Met一 Metであった。患者は22年前まで死体由来のヒト成長ホルモン(hGH)製剤治療を受けてお
り、医原性リスクが認められるため、孤発性若年性C」 Dの可能性も否定できないが、WHO基準によ
り確定医原性C」 Dと分類された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

2008年 プリオン研究
会 2008年 8月 29-30

日

C」Dサーベイランス委員会による調査では1999年 4月 から2008年 2月 までの9年間に日本国内で
1069例 がプリオン病と判定された。うち孤発性 C」 Dが821例 (76.8%)、 遺伝性プリオン病が171例
(16.0%)、 硬膜移植後C」 D74例 (69%)、 変異型CJDl例 (0.1%)、 分類不能2例(02%)であった。日本のプ
リオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かつた。孤発性C」 Dの病型は欧米に比べMM2型が多
かつたが、非典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

2008年 プリオン研究

会 2008年8月 29-30

日 ポスター 11

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤(血液凝固第VⅢ因子製剤:プラノバ20N濾過、抗HBs

人免疫グロブリン製剤 :プラノバ35N濾過)について、263K株感染ハムスターより得たSUS処理
PrPScを用いて、その除去効果を検証した。その結果、SUS処理PrPscは濾過膜の孔径よりも小さ
いにもかからわず、プラノバ35Nやプラノバ20Nで除去された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したた
めと考えられる。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

2008年 プリオン研究
会 2008年 8月 29-30

日 ポスター18

スクレイピー263K感染ハムスター脳手L剤を脳内接種したハムスターにおける血中Prpres経時的変
化を追跡したところ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンドは、感染後4～ 6週で認められ、10週ではほぼ
消失した。発症末期では血中Prpresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPresをマーカー

とした血液検査は感染後発症前～発症中期までに限定される可能性が示唆された。

異型クロイツ

フェルト・ヤコ

プ病

American Society of

Hematology/Press
Releases 2008年 8月

28日

Bちod誌のprepublished onlineに 掲載されたヒツジにおける研究によると、輸血によるBSE伝播のリ
スクは驚くほど高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEまたはスクレイピーに感染し
たヒツジからの輸血による疾病伝播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーとも輸血によ
リヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する前のドナーから採取された血液によっても伝播するこ

とが示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

Blood,Prepubl:shed

online 2008年 7月 22日

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは 36%、 スクレイピーは43%と予想以上に高い輸血伝播率を
示した。高い伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較的短期間の一定した潜伏期

間は、血中の感染性力価が高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝播することを示唆する。
血液製剤によるヒトでのvC」 D伝播を研究するために、ヒツジが有用なモデルであることが示され
た。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

Ce‖ 2008:134:757-
768

マウスP'PScと 混合させることによつて折り畳み異常が起こったハムスターPrPCは、野生型ハムス
ターに対して感染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得られた。
PMCA増幅を繰り返すとin宙 tr。産生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、:n宙voでの連続継
代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁と株の生成がPrP折 り畳み異常の伝播によつて

決定されることが示唆される。

異型クロイツ

フェルト・ヤコ

ブ病

Emerg lnfect Dis

2008;14:1406-1412
263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の尿にTSE感染性があることが示された。こ

れらの動物の腎臓と膀眺のホモジネートは20000倍 以上希釈してもTSE感染性があった。組織学
的、免疫組織化学的分析では、腎臓における疾患関連PrPの 散発的な沈着以外、炎症や病変は

見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然のTSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性が

ある。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

」Infect Dis 2008:

198181-89
未接種のシリアンハムスター(Shas)を 、Sc237プ リオンに経目的に感染させたShasと共に飼育する

かまたはその排泄物に曝露させた。曝露した動物でのプリオン感染率は80-100%で 、潜伏期間は

140日 以下であり、糞、おそらく糞食を介した伝播が示唆された。Shaプリオンを過乗1発現するトラン

スジェニックマウスに脳内接種したところ、潜伏期間の無症候期を通して低レベルの感染性プリオ
ンの排泄が続いていた。

異型クロイツ

フェルト・ヤコ

ブ病

PLoS ONE 2008;3:
e2878

野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジエニツクマウスに、輸血関連vCJD感染第 1号
症例由来の脳材料を接種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後のvC」 D病原体の性質について調
べた。その結果、潜伏期間、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrP型 について、vC」 D(輸血)接

種群はvCJD(BSE)接 種群と類似していた。vC」 D病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な変
化が起こらないことが明らかとなった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ

ブ病

PLoS ONE 2008;31
e3017

罪定型ビSE(BASE)に 感染した無症候のイタリアの手L牛の1図ホモジネートをカニクイザルに脳内接

種した。BASE接種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」 D接種サルとは異なる臨床的展
開、組織変化、PrPresパターンを示した。感染牛と同じ国の孤発性C」 D患者でPrPが異常なウエス

タンブロットを示す4例のうち3例のPrPresに同じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における
高い病原性および見かけ上孤発性C」 Dである症例との関連の可能性が示唆された。

異型クロイツ

フエルトロヤコ

ブ病

PLoS Pathogens
2008:4:e1000156

米国アラバマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子(Prnp)に おけるE21lKと 呼ばれる新規の
遺伝子変異を同定した。この変異は遺伝性C」 Dのヒトにおいて見られるE200K病 因性変異と同一

であり、ウシPrnp遺伝子内で潜在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告である。最近
の疫学的試験によるとK211ア レルは6062頭 のウシで全く検出されず、E21lK変 異は極めて頻度が

低い(2000例中1例未満 )。
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異型クロイツ

フェルト0ヤコ

ブ病

畜産技術 2008年 6月

号19-22頁
PrPBSEの取り込みに関わる腸粘膜の細胞を同定するため、ウシ腸上皮細胞株を樹立し、M細胞
分化誘導系を確立した。この系を用いてM細胞がPrPscを 取り込むことを証明した。この結果から、
PrPBSEが経口摂取によって感染するときに、腸のパイエル板を覆うドーム部の上皮層にあるM細
胞が関わることが強く推定された。

異型クロイツ
フエルト・ヤコ

ブ病

ProMED―

mai120080926 3051
スペイン保健省は、ヒト型狂牛病で死亡したスペイン人男性の母親もまた同じ疾病で死亡したと発
表した。同じ家族で2名 が狂牛病で死亡したのは世界で初めてと思われる。母親は60代初めで、
2008年 8月 に死亡し、2008年 9月 24日 に狂牛病が原因であつたことが確定された。彼女の息子は
2008年 2月 に同じ病気で死亡していた。2005年 以降、スペインでは計4例の狂牛病確定例が報告さ
れている。

エボラ出血熱 OIE Press Release
23Dec2008

ブタにおけるEbola― Restonウイルスの初めての検出:フィリピンにおいてブタからEbola― Restonウ イルス
が検出されたことを受けて、フィリピン政府がFAO、 OIEおよびWHOに専門家の派遣を要請した。
2007年および2008年 にNueva Ecuaお よびBJacanの 農場においてブタの死亡が増加したことから
フィリピン政府による調査が開始され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群(RRRS)およびEbda― Restonウ
イルス感染が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認されている。

エポラ出血熱 WHO/EPR 2009奪二2月
3日

フィリビン政府は2009年 1月 23日 に感染フ
・
夕と接触したと思われる一人がエボラウイルス・レストン

株 (ERV)の 抗体(lgG)検査で陽性となったことを伝えたが、1月 30日 にさらに4人がERV抗体検査陽
性となったことを発表した。5人 は健康状態もよく、いずれも感染ブタに直接接触したことでウイルスに
暴露された可能性がある。

エルシエア感
染

Am」 Med 2008:121:
el

55歳の健康な男性が右腋にゴルフポール大の塊ができ、2、 3日で3倍の大きさになったため、切開
し、排膿した。膿瘍培養からYersinia enterocditicaが 検出された。患者は豚肉を切る仕事をしてお
り、右指を切ることが頻繁にあった。豚肉への曝露によりYersiniaが 直接皮膚に接種され、腋高に
膿瘍を形成したと考えられる稀な症例で、初めての症例報告と思われる。

クロストリジウ
ム感染

ProMED―
mai120080522.1683

中国CDCによると、Sthuan大学Huaxi病院で30名 の患者がガス壊疸に感染した。感染の拡大を防
ぐため隔離病棟が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病棟に送られる。今までの
ところ同病院での交差感染はない。

大腸菌性胃
腸炎

Jpn J Infect Dis 2008:

61:161-162
2006年 10月 2日 に、腸管出血性大腸菌0157:H7(VTl&2)症 例が健康福祉センターに報告された。患
者は1歳の女児で、横浜市保健所は便検体からPCRと RPLAによリベロ毒素を検出した。9歳の兄
からも同菌が検出された。患者の家族は横浜市にある牧場で搾乳イベントに参加しており、その乳
牛から同菌が検出され、PFGE分析の結果、乳牛から感染したことが示唆された。

細菌性胃腸
炎

ProMED―
ma‖ 20080305050901

2008年 3月 5日 、フィリピンの保健当局は、首都近郊の市でlヶ月の内に1400人以上が腸チフス症
状を示したと発表した。 2008年 2月 16日 以降、1477例が腸チフス症状を呈し、うち436例が6ヶ所の
病院で治療を受けた。腸チフス検査は高価なため、その内の37例が血液検査により確定されただ
けである。今までのところ死亡例は報告されていない。

チクングニヤ

ウイルス感染

ProMED―

ma‖200805231697
2008年5月 22日 、インドKarnataka地方では2100例 以上がチクングンヤと確定されており、チクング
ンヤ症例数は、4000例 以上と推定されると副長官が述べた。Sdl:a talukが 最悪で、報告された
2100例 のうち1300例が同地区の症例である。

チクングニヤ
ウイルス感染

ProMED―

ma‖200806021759
スリランカRatnapura地 区におけるチクングンヤ症例は10000～ 15000例であることが明らかとなっ
た。チクングンヤ症例の急激な増加を受けて、緊急事態が宣言された。
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チクングニヤ
ウイルス感染

Transttsion 2008;48:

1333-1341

百005年から2007年に、チクングニヤウイルス(CHIKV)は レユニオン島で大流行し、供血は2006年 1

月に中断された。大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり132と推定され
た。2006年 2月 の最流行時におけるリスクは、10万供血あたり1500と最高であつた。この期間中、
757000人 の住民のうち推定312500人 が感染した。2006年 1月 から5月の平均推定リスク(0.7%)は 、
CHIKV NAT検 査による血小板供血のリスク(04%)と 同じオーダーであった。

チクングニヤ
ウイルス感染

」Gen Viro1 2008:89:

1945-1948
2007年 にチクングニヤウイルス(CHIKV)の 新たな広範囲のアウトブレイクがあったインドのケララ州

の3つの最悪感染地区で収集された分離株ウイルスについて、遺伝子配列の解析を行つた。その

結果、糖蛋白エンベロープ1(El)遺伝子の配列に、ヒトスジシマカにおけるCHIKV感染性を上げると

されるA226V変異が認められた。

黄熱 ProMED―

ma‖ 20080406.1268

ブラジルSan」ose do Rio Preto地 域で2匹のサルが黄熱感染により死亡した事が確認されたた

め、SaO Paulo州 はこの疾病に対する新たな警告を出した。GrandeおよびParana R:ver地 域に住む
または訪問する人は全員、黄熱ウイルスに対するワクチン接種を受けなければならない。

デング熱 Hong Kong Med」
2008;14:170-177

1998～ 2005年 に香港の公立病院に入院したデング確定患者全員の医療記録をレトロスペクティブ

に検討した。126例 中123例 (98%)がデング熱、3例 (2%)がデング出血熱であつた。1例が輸血により

感染したデング熱であつた。116例 が輸入症例、1091が地域症例であつた。デングウイルス1型が

最も多く、次に2型、3型、4型の順であつた。死亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少な

どを示す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含めるべきである。

デング熱 J Clin Viro1 2008;42:

34-39

2004年のシンガポール丁an Tock Seng病院のデング患者について、初回診察時の人口統計学的、

臨床的および臨床検査変数をデング出血熱(DHF)発症傾向を決定するために比較する、後ろ向き
コホート研究を行つた。デング患者1973例のうち118例 (6%)が DHFで、内82例 (4.2%)が入院中にDHF
を発症した。多変量解析の結果、初回診察時の出血や血中尿素の増加などがDHF発症を予測す
る上で有用と思われた。

デング熱 ProMED一
mai12008041 4 1 346

マレーシアにおいて2008年 1月 ～3月 に、9889例 がデング熱と診断され、その内26例が死亡したと

疾病管理当局が述べた。昨年同時期は13949例で内34例 が死亡で、昨年より減少している。シンガ

ポールでは死亡率の高いデング出血熱が発生している。2008年 1月 ～3月 における感染数は2007

年同時期より60%多い。

デング熱 ProMED―
ma‖ 200805051542

香港Centre for HeaLh Protecuonは 2008年 の11例 日のデング熱症例(30歳男性 )を確認した。この

男性は2008年 4月 5～ 13日 にモルジブに滞在し、4月 18日に発症した。

デング熱 ProMED―
mai120080519 1 668

フィリピン保健局国立疫学センターの調査によると、2008年 1月 1日 ～4月 10日 のデング熱症例数は

9555例 で、2007年 同時期よりほぼ30%多い。デング熱による死亡例は111例で、昨年より29例 多

い。首都地区で2443例 の犠牲者が報告されている。

デング熱 ProMED―
ma‖ 20080707.2059

インドネシア」akatta Timurでは、65地区中46地区がデング熱警戒地区に指定された。Jakarta東 部

ではデング熱患者数が合計7026例に達した。

デング熱 ProMED―
ma‖ 20080806.2407

2008年 7月 31日 、タイの公衆衛生当局は、デング熱が国中に広がり、今年になってから今までに

40000名 以上が感染し、48名 が死亡したと述べた。ベトナムでは2008年 7月 下旬現在、21000名 の

デング熱症例が報告されている。
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デング熱 ProMED―

ma‖ 20080811.2486
ラオスでは今年になつてから1900名 以上のデング熱症例が発生し、その内18名が死亡したため、
保健当局は注意を呼びかけている。2008年 7月 には約500症例および死亡15例が報告され、この
数字は更に増加している。

デング熱 丁ranstts:on 2008:48:

1348-1354
2005年9月 20日 ～12月 4日 のプエルトルコの米国赤十字におけるすべての供血16521検体中のデ
ングウイルス(DENV)RNAを丁MA(transc百puon― mediated amplincation)法 で測定したところ、12検
体(0.07%)がTMA陽性であった。4検体は、RT―PCR(DENVセ ロタイプ2および3)陽性であつた。R丁―
PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養することができた。丁MA陽性 12検体中1検体がヒM陽性で
あつた。1:16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であつた

デング熱 WH0 2008奪二4月 10日 2008年3月 28日現在、プラジル保健局はデング出血熱647例を含むデング熱症例1205Ю例を報告
している(うち死亡48例 )。 2008年 4月 2日 、リオデジャネイロ州は確定死亡例67例および調査中の
死亡例58例を含む57010例を報告した。同州では過去5年間はDEN-3が主なセロタイプであった
が、DEN-2の循環が再興しており、小児における重篤例および死亡例が増加している。

デング熱 ProMED
20080701.2005

JUL.2008

2008年、バイーア州においてデング熱症例30,000例 以上が記録されており、2007年 同時期と比較
して224%増加した。死亡症例は6件であつた。また、リオデジャネイロにおいても195000件 が登録さ
れ、死亡例は142件であつた。

デング熱 ProMED20081028-
3398 0ct28,2008

セアラ州におけるデング熱の検査確認症例は41172例 、死亡症例は16例である。1986年以来、
1994年の47789例 についで2番目に大きい流行である。州都フォルタレーサでセアラ集の検査確認
症例の744%が発生した。

デング熱 ProMED 20081104-
3459 Nov04,2008

リオデジャネイロ州においてデング熱が大発生しており2008年 10月 29日までに登録されたデング
熱症例は250026(死亡確定症例181例を含む)で有、他にデング熱による死亡が疑われる143件に
ついて調査中である。

デング熱 N Engi」 Med
359(14)1526-1527
0ct.2,2008

シンがホ
゜
一Jレにおける輸血によるデング熱出血感染症 :2007年 7月 に献血をしたデング熱ウイルス(2型 )

無症候性ドナーから赤血球及び新鮮凍結血漿レシピエント(2例 )がデング熱ウイルス(2型 )陽性であること
が判明し、血小板レシピエント(1例 )も二次性デング熱感染について血清学的エビデンスがあった。

デング熱 ProMED
mai120081 11 8-3636

Nov18,2008

デング出血熱、2008年 最新情報―インドネシア(ジャワ):中部ジャワ州Banyumas県 の衛生当局は
2008年 11月 中旬までのデング熱症例551例が記録され、2007年 と比べて症例数が2倍以上増加し
たことを報告した。死亡例は5件であつた。

デング熱 ProMED
mal120081 l1 8-3636

NOv18,2008

デング出血熱、2008年最新情報―米領サモア:2008年 1月 以降のデング熱の確定診断症例数が
400例に達した(評価者注 :2007年は109例 )。 うち死亡は1例である。

デング熱 Thanh Nien News
Nov 27,2008

季節外れのデング熱症例の増加―ホーチミン市 :ホーチミン市熱帯病院の日1院長によると毎日30例
から50例のデング熱症例を受け入れ150か ら200例を入院させている。市の保健当局高官によると
2008年には14000例 が記録され、2007年に比べて35%の増加であると述べた。
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デング熱 Am」 Trop Med Hyg
2008:79:495-504

2001年および2002年 の台湾南部におけるデング熱アウトブレイクでは、2002年の方が感染症例数
および重症度とも増加した。重症化を伴つたウイルス進化を調べるため、流行時の患者31名 (デン

グ熱14名、デング出血熱17名 )の血漿由来のデングウイルス2型配列を調べた。エンベロップおよ
び全ゲノム配列解析の結果、2つのアウトブレイクのウイルス間で4つの遺伝子における5つのヌク
レオチド変化が明らかとなり、2002年ウイルスは2001年 ウイルスのマイナー変異株由来であること
が示された。

アメリカ・トリ
パノソーマ症

Transttsion 2008;48:

1862-1868
スペイン、カタルーニャ血液銀行は、高リスク供血者におけるシャーガス病スクリーニング計画を実
行し、供血者集団でTrypanosoma cru」 (T cruゴ )感染の血清学的陽性率を調査した。その結果、
全体の陽性率は0.62%(1770名 中11名 )で、最も陽性率が高かったのはポリビア人であった
(10.2%)。 陽性者11名 中1名は、シャーガス病流行地域に数年間滞在したことのあるスペイン人で

あった。非流行国の高リスク供血者にT.cruゴスクリーニング検査を実施する必要性がある。

パルオやウィル

ス

Biotechnol Prog 2008;

24:554-560
レジン上に3量体ペプチドを結合し、PBSまたは血漿溶液に添加したブタパルボウイルス(PPV)へ の

選択的な結合能を有するペプチドをスクリーニングした。その結果、WRW(トリプトフアンーアルギニ

ンートリプトフアン)結合レジンは7.5%ヒ ト血漿中のPPVを検出限界以下に除去することができた。

パ ル ボ ウイル

ス

FDA/CBER 2008年 7
月 業界向けガイダン
ス(案 )

血栞由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低減するための核酸増幅検査(NAT)につい

てのガイダンス案が示された。全ての血漿由来製剤について、製造プール中のパソレポウイルス

B19 DNAのウイルス負荷を確実に100001U/ml未満とするため、製造過程の品質管理検査として
NATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの感度は少なくとも10000001U/品 lとするべきであ
る。これらの基準を超えるものは使用してはならない。

パルボウィル
ス

Lab Hemato1 2007:13:

34-38

血漿交換、コルチコステロイドおよびコリンエステラーゼ阻害剤による治療を受けていた重症筋無

力症患者が、アルブミンを用いた血漿交換を行つた2週後にパルボウイルスB19感染による赤芽球

減少症と診断された。アルブミン由来感染かどうかを確定することはできなかったが、アルブミンな

どの血液製剤によるB19感染を除外することはできない。

トキソプラズ
マ・パルボウ
イルス感染

Gineko! Po1 79:186-
191 2008

ポーランドで急性トキソプラズマ症および急性パルボウイルス症の血清学的特徴が証明された妊

婦の胎児に、胎児水痘症あるいは脳質拡大、胎児水腫、子宮内胎児死亡、羊水異常が見られた。

ハンタウイル
ス

ProMED 20080714-
2139」 u114,2008

ロシア(バシコルトスタン共和国)において腎症候性出血熱 (HFRS)に 400人 以上が感染し、2例が死
亡した。400例 は2007年 に記録された症例数のほぼ2倍である。同共和国領域は世界でも有数の

HFRSウ イルス分布の高い流行地域で有、感染率のピークは赤ハタネズミの個体数増加と一致すると

予想された。

ハンタウイル

ス

ProMED mail
20081120-3664
Nov20,2008

腎症候性出血熱―ロシア(サマラ州):サマラ州の住人における腎症候性出血熱の症例数は2007年

の3倍に増加し、2008年 10月 までの症例数は222例であつた。調査によリヒトヘの感染源であるげつ

歯類の28%が感染していることが示された。

黄色ブドウ球

菌感染

ProMEDmail
200901260348

米国lowa大学公衆衛生学丁ara Smたh教授はブタ生産システム会社からMRSA ST398株がプタとヒ
トにおいて発見され、プターヒト間の伝搬が示唆されたことを報告した。

ブルセラ症 Ole

http://― .oie.int/wa
h:d―

prod/public php?page

=single_report碑)op=1

&reportid=7129

2008年 5月 19日 、ウクライナIzmail地方でブタ34頭におけるブルセラ症のアウトブレイクが確認され

た。疑い例はブタ163頭で全て屠殺された。2008年 6月 20日 に清掃および消毒が完了した。
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ブルセラ症 ProMED―

ma‖ 20080611.1841

2008年 5月 、米国MontanattParadse VJleyの ウシ1頭がブルセラ症腸性であつた。これにより同州
はブルセラ症フリーではなくなった。

ブルセラ症 ProMED一
ma‖20080626.1966

WyomingttDanた lの牧場のウシ327頭を予備的に検査した結果、更に13頭がブルセラ症に感染して
いる可能性が示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染していることが既に確定されている。

マラリア Emerg lnfect Dis

2008:14:1434-1436
2007年にマレー半島でフインランドの旅行者が、通常はサルにおけるマラリアの原因となる二日熱
マラリア原虫に感染した。二日熱マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第5のマラリア原虫種とし
て確立された。この疾病は生命を脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者においてこ
の病原体を更に注意すべきである。

リケッチア症 Emerg infect Dis
2008;14:938-940

2006年5月 から7月 に、中国天津付近の家畜やげつ歯類と密接に接触する健康な農業従事者365
名の血清検体をリケッチアに対する抗体について調べた。血清有病率は、Ana口 asma
phagocytophi:um 8.8%、 Coxiella burnetii 6.4%、 Bartonella henselae 9.6%お よびRickettsia typhi 4.1%
であつた。これらの人畜共通感染症細菌のヒト感染が高頻度であり、認識されていないことが示唆
された。

リン
・ヽ
性脈絡

髄膜炎

CDC/MMWR 2008:
57(29):799-801

2008年4月 15日に臓器調達機関が、同一のドナーからの腎移植レシピエント2例が重症となり、うち
1例が死亡したとCDCに通知した。2008年 4月 22日 の検査結果から、ドナーとレシピエント2名 は全
員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス(LCMV)陽性であり、ドナーからの伝播であつたことが確認され
た。移植前にHiV、 HBV、 HCVなどの標準的なドナースクリーニング検査は行つていたが、LCMVの
検査は行つていなかった。

レンサ球菌感
染

J Infect 2008:56

482-483
32歳の男性が頭痛、寒気を伴う発熱および嘔吐が4日 続いた後、意識不明で入院となった。検査
の結果、細菌性髄膜炎と診断され、起因菌がブタ連鎖球菌2型と同定された。患者は発病の4日

前、ブタの食肉処理を行つていた。ポルトガルにおけるヒトでのプタ連鎖球菌感染の初めての症例
報告である。

レンサ球菌感
染

Med J Aust 2008:

188:538-539
2007年4月 、41歳男性が突然の下腹部痛と悪寒を呈し、発熱、下痢、嘔吐および眩量のためメルボ
ルンの病院に来院した。患者はヒツジ、ウシおよびブタの死体を取り扱うペットフード加工をしてい
た。血液培養でα溶血連鎖球菌が検出され、AP曖 0ストレップ同定システムでH型プタ連鎖球菌と確
定された。オーストラリアにおけるヒトでのブタ連鎖球菌毒性ショック症候群の最初の症例である。

レンサ球菌感
染

IASR 2008iVo1 29:
No9 2008年 9月

食品加エブタ内臓処理を業務とする従業員の男性(68歳 )に発症した細菌性髄膜炎において
Streptococcus suisが 同定された。本菌感染と職業との関連が推定されたが、具体的な感染経路
は不明である。また、ヒトーヒト感染は確認されていない。

感染 ProMED―
ma‖200807132131

2008年 7月 11日 、インド当局はTamil Naduの Erode地 区でこの1週間に少なくとも18頭のウシが原因
不明の病気で死亡したと報告した。死後の血液や内臓の予備的検査では感染症を確認できなかっ
た。水源か牧草地の汚染が原因の可能性があり、検査中である。狂牛病ではないとしている。

感染 丁ranstts:on 2008:48:

1739-1753
最近米国で承認された2つのフィプリノゲンおよび卜ロンピンについて、HIV、 HCV、 HBV、 HAV、 パル
ボウイルスB19およびvC」 Dに関する病原体感染リスクを評価した。これら血液製剤の製造過程で
は2つの異なった不活化および除去工程が使われている。全製剤とも1バイアル当たりの残存する
病原体感染リスクは極めて低いことが示された。
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感染 日本医真菌学会雑誌
2008:49:92第 52回
日本医真菌学会総会
2008年 9月 1011日

健常者 (63歳男性)の爪真菌症からAtthrographis kJraeを 分離・同定した。土壌や堆肥との接触を
介しての感染が疑われた。イトラコナゾールの内服とミコナゾールの外用で治療を開始したが、心

臓頻拍出現のため、外用と削爪のみで経過をみたところ、約6ヶ月で略治した。日本での分離は本
症例が初めてである。

ウイルス感染 BuaNews online 2008

年 10月 13日
南アフリカ、ヨハネスプルグで3名 の死者を出したウイルスは、暫定的に西アフリカのラッサウイル

スに近い、習歯類媒介性アレナウイルスであると特定された。国立感染症研究所と保健省は共同
で、このウイルスが体液を介してヒトからヒトに感染するため、「患者の看護に特別な予防的措置が

必要であるJとの声明を発表した。3名 の死因を確定するには更なる検査が必要である。

ウイルス感染 Lancet infect Dis
2008:8:355

ボリビア、ペルーおよび米国CDCのチームはボリビアの出血熱の致死症例から新規のアレナウイ
ルスを発見し、Chapare宙 rusと名付けられた。また、ウガンダでは赤オナガザルで新型ポックスウイ
ルスの可能性があるウイルスが発見された。これら野生動物のウイルスがヒトヘの感染能を獲得
し、重篤な疾患を引き起こす可能性がある。

ウイルス感染 ProMED―
ma‖ 20081028.3409

2008年 10月 初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感染のアウトブレイクが同定された。9月 12日
から10月 24日までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院中である。死亡した4例では
発病から死亡まで9～ 12日 間であつた。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウイルスが原
因であることが明らかとなった。現在のところ新たな疑い症例はない。

ウイルス感染 WHO/EPR 2008年 10
月 13日

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナウイルス科のウイルスが原因あること

が、NICDおよびCDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析が継続されている。一
方、南アプリカでは患者と密接に接触した看護師が感染し、入院中である。

ウイルス感染 丁he Mercury Oct12
2008

南アフリカおよびザンビアにおけるアレナウイルス科の新規ウイルス:南アフリカの国立感染症研究所は、
米国CDCが以下の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査を行い、新型のウイルス
を突き止めたことを発表した。ザンビアに居住する会社員で治療のため南アフリカに移動し
2003/9/14死亡(初発症例 )。 初発症例の介護をした2名 でヨハネスブルグの病院でそれぞれ 10/2と
10/5に死亡。

ウイルス感染 Pediatr lnfect Dis」
2008:27:347-350

2002年 1月 ～2006年 12月 にドイツのボン大学病院の3次 NICUに入院した1804例の超低体重出生
児の診療記録を、壊死性腸炎(NEC)診 断について後ろ向きに調べた。その結果、ウイルス検査で
NECと同定された32例中6例 (19%)の大便中にヒトアストロウイルスが検出された。未熟児における
NEC発症に同ウイルスが関与することが示唆され、NEC患者の検便検査に同ウイルスを含めるベ

きである。

ウイルス感染 Proc Natl Acad Sci
USA 2008:105:
14124-14129

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウイルスマイクロアレイ法を用いて、初めて
ヒトカルディオウイルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルスはTheilerの ネズミ脳脊
髄炎ウイルス亜型に属し、Sa「oldウ イルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498名 から

得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイルスが検出された。

ウイルス感染 」Clin Microbio1 2007:
45:2144-2150

米国で1981年 11月 に原因不明の発熱を呈した8ヶ月の女児の大便検体から同定されていない病原

体を培養し、単離したウイルスのヌクレオチド配列を調べたところ、Thdlerの マウス脳脊髄炎ウイ
ルスと高い相同性を示した。ウイルスゲノムのほぼ全長配列と系統遺伝学的解析から、このウイ
ルスはピコナウイルス科カルディオウイルス属であることが明らかとなった。この新規のウイルスを
SAF―Vと命名した。

ウイルス感染 Emerg infect Dis
2008;14:1398-1405

ドイツとブラジルの全年齢群の胃腸炎患者由来の大便検体844例においてSaffold様 ウイルスに関
するシステマティック分子スクリーニングを行つた。その結果、6歳未満の患者で6つのカルディオウ

イルスが同定され、6名 中4名では共感染していた。大流行パターンに関するエビデンスは得られな

かつた。系統遺伝学的解析の結果、3つの異なった遺伝的系統が同定された。2大陸で非常に近い

株が見つかつたことから、ヒトにおける世界的な分布が疑われる。
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ウイルス感染 ProMED―
ma‖ 20080707.2060

2008年 7月 1日、中国南部の市場において、疾患発生によるプタのダンピングが行われている。「高
熱疾患」は南部地域で再興の兆候を示しており、福建省の地域では非常に高レベルの感染が発生
している。

ウイルス感染 ProMED―
ma‖ 20080714.2141

コンゴ共和国Bokunguでサル痘が流行し、3月 以来、39症例が記録された。0～ 5歳の小児19名 (死
者3名を含む)が含まれている。治療に当たった医師も感染し、隔離された。治療薬が不足してい
る。WHOによると、近いうちに250kgの 医薬品が届けられる予定である。

ウイルス感染 FDA/CDER Meeting
ofthe Ant:viral Drugs

Advisory Committee

2008年 12月 2日

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSo‖ay社のCreon(Pancrelゎ ase徐放剤、NDA20-725)およびそ
の他の膵酵素製品(PEPs)がブタ由来であることから、プタウイルスによるヒトヘの感染リスクにつ
いて検討した。今までにヒトにおける感染が発生したとのエビデンスはないが、全てのプタ由来PEP
は動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載す
べきであると勧告した。

104 狂大病 ProMED―
ma‖ 20080826.2660

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬
病症例数が急激に増加したことが明らかとなった。ヒト狂大病は1990年から1996年の間は全国的
な狂犬病ワクチン接種プログラムにより抑制され、わずか159症例が報告されただけであるが、
2006年は3279症例と激増した。

狂犬病 ProMED―
ma‖ 20081028.3405

2008年 10月 26日 、中国南西部のYunnan省の田舎で、狂犬病により6名 が死亡したため11000匹以
上のイヌを処分するよう当局は命令した。YunannttMile郡 では90000頭 以上のイヌのうち約84000

匹は狂大病ワクチンを接種されていたが、予防接種を受けていない11500匹 が処分された。

狂大病 Emerg infect Dis

2008 Dec(Epub
ahead of print)

新たな狂大病ウイルス変異体の同定 :アメリカのカリフォルニアで狐にかまれたメキシコ移民男性が2008

年3月 に死亡した。脳のサンプルから単離したウイルスの塩基配列の解析より昆虫食コウモリの狂犬
病ウイルスクレイドの特徴的分子構造を有するが、遺伝的多様性としては5%有、高度に保存され
た321番 目のヒスチジンがグルタミンに変異していることから、新たな狂大病ウイルスとして分類した。

結核 Lancet 2007:369:

1270-1276
英国Midandsで2001-2005年にMycobacte面 um bO宙 s感染と同定された患者20名 全員をDNA
■ngerp面nlngで評価したところ、6名のクラスターが同定された。6名 は全員が若い英国出身者で、
共通のパーに出入りしていた。6名 中5名は肺疾患を有し、1名 はM bo宙 s髄膜炎で死亡した。1名 以
外は低温殺菌されていない牛乳の摂取やウシとの接触もなく、共通のパーでのヒトーヒト感染が示
唆された。

結 核 ProMED―
ma‖ 200802280813

2008年2月 26日 に発表された「世界における抗結核薬耐性」と題する報告によると、多剤耐性結核
(MDR―丁B)が今までで最高を記録した。この報告は、2002年から2006年 に81ヶ国で収集された結核
患者90000名 のデータに基づく調査結果である。広範囲薬剤耐性結核菌 (XDR―TB)が 45ヶ国で記
録され、またHiV感 染とMDR―丁Bとの関連性が示された。毎年50万近くの新規のMDR―丁B患者がい
るとWHOは見積もっている。

結核 ProMED―
ma‖ 20080703.2031

2008年 7月 2日付け7-Day Newsの 報道によると、ミャンマーでは、サイクロンの発生後2ヶ月でサイ
クロンの被害者21834例 が結核感染していることが確認された。結核以外の疫病はサイクロン被害
地域で発生していない。

結核 ProMED―
ma‖ 20080710.2100

CJifornia中部で結核感染リスクで4800頭 以上の乳牛が処分され、16000頭 近くのウシが隔離され
ている。Fresno郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかになった。
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結核 第117回 日本結核病
学会東北地方会

(2008年 9月 20日 )

38.5℃の発熱を主訴とし来院した54歳男性は胸部X線写真ですリガラス陰影を認め、尿中レジオネ
ラ抗原陽性のため、レジオネラ肺炎と診断された。患者喀痰からL rubttbcens、 温泉水から
L.rub面 hcensと L pneumophlaの 2菌種が分離された。尿中抗原検査はL.pneumophla陽 性を示し、
患者はL rubribcensと L pneumophilaの複合感染と推定された。L rub百 lucensが同定された国内外
初めての肺炎症例である。

口蹄疫 Oie

http://― .oie.int/wa
hid―

prod/public.php?page

=single_report&pop=1
&reportid=7228

2008年 6月 6日 、コロンビアで回蹄疫のアウトブレイクが発生した。家畜の足の上皮検体の補体結
合テストおよびEttSA検査では口蹄疫ウイルス陰性であったが、2008年 7月 28日に、6頭のウシの
咽頭食道液中のウイルス分子特定化によって確定された。ウシ19頭およびブタ6頭の感染が確定
された。

口蹄疫 Oie

http://― oie.int/wa
hid―

prod/public.php?page

=single_report匈〕Op=1

&reportid=7248

2008年 5月 28日と6月 1日 にコロンピアで口蹄疫のアウトブレイクが発生した。ウシでは確定例は58
頭、疑い例は490頭、プタでは確定例は無し、疑い例3頭であつた。

細菌感染 Am」 Infect Control
2008;36:602

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療 (Stapling)を 受けた16歳の女性が、2週間後に左
耳の鍼周囲の紅斑および圧痛を呈した。膿瘍ドレナージ検体の培養および感受性試験の結果、両

耳で著しい緑膿菌の生育が認められた。21日 間の経ロシプロフロキサシン投与により回復した。外

耳軟骨は、血流に乏しく特に感染しやすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起こす可能性があること

を医師は認識するべきである。

細菌感染 CDC/MMWR 2008;
57:1145-1148

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年 10月 12～ 21日 に手術後の輸血を受け、敗血症および多臓
器不全をきたした後、10月 31日 に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、11月 3～ 5日 の血液検体
からPC良及び抗体検査でアナプラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA.
phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血液ドナーに感染源が確認された初の事例
となった。

細菌感染 Oie/Weekly Disease

lnforma■ on 2008年 10

月23日 号

2008年 10月 10日 にカナダSaskatchewantt Moose」 aw君FAssi面boiaで、ウシアナプラズマ病のアウト
ブレイクが発生し、10月 10日 に確定された。10月 22日現在、継続中である。ウシにおいて疑い例89

頭、確定例 1例、処分1例である。

細菌感染 PIA Press Release

2008年 7月 23日
フィリピンBorongan市 の2つの町で約143頭のスイギュウが死亡した。出血性敗血症に類似するこ

の疾患に注意するように呼び掛けている。約231頭 の家畜がこの細菌に感染した。伝染性が高く、

体液を通じて次々に感染する。人々の健康と安全性のためスイギュウの屠殺を一時的に禁止し

た。

細菌感染 ProMED一
mai120080805 2400

WHO中 国事務局は中国衛生省と診断未確定の出血性疾患について連絡を取つている。中国の専
門家は調査を終了した。ShandOng省 のWattiakOu村 においてヒト顆粒球アナプラズマ症の症例4例

が特定された。診断はPCRとシークエンス分析で確定された。

細菌感染 Transfusion 2008:48:

1520-1521
骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小板輸血と続いて赤血球1単位の輸血を受
けた。 40分後に396℃の発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症を呈し、輸血は中止され
た。患者は抗菌剤による治療で回復した。患者の血液および赤血球バッグの残存物から
Streptococcus pneumoniae血 清型4が検出された。赤血球輸血によるS pneumoniae感 染の初めて

の症例である。

細菌感染 ProMED―
ma‖200811203661

CDC中 国国立研究所の研究者らによる研究で、中国における初めてのヒト顆粒球アナプラズマ症
(HGA)症例およびそれに続くHGAの初めてのヒトーヒト感染が報告された。指標患者は発熱・出血の
発症の12日前にダニに刺され、安徽省の病院に入院し、死亡した。死亡前 12時間に患者と濃厚
接触した28名 中9名 がAnaplasma phagocytophilumに 感染した。9名 全員が血液に接触し、7名が気
道分泌物に接触していた。この研究は」AMA2008年 11月 19日 号に掲載された。
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細菌感染 HPA/Hcalth
Protection Report

2(43)2008年 10月 24
日

2007年 1月 1日～12月 31日に英国中の血液センターからNHSBT/HPA l~「Iサーベイランスに7~FIが

疑われる報告が25件有、調査の結果、3件 (全て細菌)が 7~「 1と判定された。3件中2件は赤血球輸
血に関連、1件は血小板輸血に関連していた。21件は7~「 1ではないと判定され、CMVの 1例は調査
が完了していない。赤血球のレシピエントにおいて細菌の7~「 Iが確認されたのは1999/2000年 以降
初めてである。

122 ハンセン病、

らい1重型

Am J Clin Pathol,130:

856-864,2008
広範性らい腫らい(DLDにより死亡した患者からMycobactettum属 の新種が確認された:DLLlこより
死亡した1症例から肝組織、他の1症例から皮膚組織から抗酸菌のDNAを抽出し16S面 bosomJ
RNA遺伝子および他の5つの遺伝子の相同性を解析した。その結果。らい腫(M.ledae)と 共通の
起源ではあるが、そこから分岐した別のmycobacte面 aであることからM.にpromatosたと命名した。

旋毛虫症 Am J Trop Med Hyg
2008;78:40-44

ラオス北部のUdomxay地区病院における2005年 6月 から2006年 5月 の旋毛虫疑い症例 138名 につ
いて調査した。その結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、生または発酵ブタ肉料理

を食べていたことが明らかとなつた。EttSA分析の結果、これらの症例のT面 chinella陽 性率は676%
(138名 中90名 )であった。同地区の屠殺場のプタ肉1検体からT両 chindlaが 検出され、T.sttrJたと

同定された。

炭疸 ProMED―

mai120080626.1968

2008年 6月 9日 に、米国North DakotaのPortland付近の雄牛1頭の血液検体が検査のため提出さ

れ、炭疸菌が検出された。更に、6月 18日 に日sbon付 近の雌牛1頭が死後、炭疸菌陽性と確定され
た。

炭疸 ProMED―

mai120080724.2257

2008年 7月 23日 に米国South Dakota州 当局は、Hutchinson郡で炭疸のアウトブレイクが発生したと

発表した。1件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。

炭疸 ProMED―
ma‖ 20080726.2280

2008年 7月 24日 に米国South Dakota州 当局は、Hutchlnson郡で炭疸の2番 目のアウトブレイクが、

検査の結果確定したと発表した。

炭疸 ProMED―
mai120080727.2297

2008年 7月 24日 にPaddockwoodの パイソン7頭が炭疸により死亡したことが確認されたが、残りの
動物は隔離され、現在観察中である。2006年 にはSaskatchewanで は800頭 以上の動物が炭疸によ

り死亡した。2008年 はこれまで21頭が炭疸により死亡している。

炭疸 ProMED―

ma‖ 200808122500
CFIAは 2008年 8月 11日 と8月 9日 に、Saskatchewanで 更に2件のウシにおける炭疸を確認した。今
年の春以降の炭疸による死亡は24頭となった。

炭疸 ProMED―

ma‖ 20080815.2540
米国Montanaの丁ed Turners Fけ ing D付近の農場でウシ1頭が炭疸陽性であり、自然発生した炭疸
により死亡した。更にTed tturner's日 ゴng D農場では炭疸により死亡したバイソンの数が増加し、

現在までに257頭 となった。

炭疸 ProMED―
mal12008081 8.2569

米国South Dakotaの 3つのウシの群れで炭疸が発生した。このアウトブレイクは比較的小さいとの
ことである。
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No 感染症(PT) 出典 概要

炭疸 ProMED―

ma‖200807072061
カザフスタンのKyzゾ ordinsky地 区で2008年 7月 1日 に、暫定的に炭疸と診断され入院した35歳の男

性は、7月 3日 に死亡した。この患者は病気の雌牛を屠殺していた。7月 2日 には同じ牛の屠殺に参
加していた更に2名 が炭疸の疑いで入院した。この2名 の状態は順調である。

炭疸 ProMED―

ma‖ 200807082080

ベトナムHa Giang省で、2008年 6月 下旬に炭疸に感染した牛肉を食べた後、約420名 が中毒となっ
た。同省の予防保健センターは、感染した人々はMeO Vac地 方のPo Oua村の約90家族であると発
表した。2008年 6月 21日 に、死因不明の雌牛の牛肉を食べた2家族が感染し、6月 29日 に2名 が死
亡し、3名 が危篤である。

炭疸 ProMED―

ma:1200807162161
2008年 7月 14日 現在、キルギスタン南部で、ヒトにおいて炭疸症例9例が確定され、34名 が炭疸の

疑いで入院中である。確定例のうちの1例である78歳男性は2008年 7月 10日 に死亡した。この患者
は感染した動物を屠殺した後、発病したが、数日間家で過ごし、7月 9日 に病院に行つた時には手
遅れであつた。

炭疸 ProMED―

mai120080718 2185

2008年 7月 15日 、キルギスタン南部で、汚染した牛肉を食べた後、6名が炭疸で入院したと、当局が
発表した。計167名 が感染した牛肉を食べたことが判明している。うち危篤状態の6名は炭疸である
ことが確定された。他の161名 の状態は観察中である。このアウトブレイクは南キルギスタンで約
lヶ月のうちに2番目のアウトブレイクである。

炭疸 ProMED―

mal120080806 2419

2008年 7月 31日 、カザフ緊急対策省は、炭疸による患者死亡を報告した。7月 28日 にカザフスタン

南部のLenkor町の病院に入院した38歳男性は、集中治療にかかわらず7月 30日 に死亡した。この
患者は病気のウシの屠殺中に炭疸に感染した。

炭疸 ProMED―
ma‖ 200809182925

2008年 9月 16日 共和国緊急省は、キルギスタン南部で炭疸の2つのアウトブレイクが報告されてい

ると発表した。この致死的疾病はBatken地域で小児数名を含む14名で確定されている。全員が病
気のウシを処分した後に感染した。」ala卜Abad地域では炭疸の症状を示した6名 が入院中である。

炭疸 ProMED―

ma‖200811173631
ジンパブエ西部のMatabeLland Notthtt Lupane地 域では最近の炭疸のアウトブレイクの後、3000

頭以上のウシが炭疸に対するワクチンを接種された。2008年 11月 14日 、当局は前の報告とは異な
り、ウシ147頭 が死亡し、2人が死亡したと明らかにした。

炭疸 ProMED一

ma‖200811283751
炭疸がジンパブエ南部を襲い、住民と家畜の生命を脅かしている。Matabeにland North省当局は炭
疸による死者は2名 と確定したが、Lupane近 くのDongamuゴ 地区では6人と200頭 以上のウシが死亡
したとChrOnicle新聞は報告した。ジンパブエ第2の都市Bdawayaでは大部分の人がLupanaの よう
な田舎の動物の肉を買うため、アウトブレイクが重大な関心事となっている。

炭疸 ProMED一

ma‖200812013774
コレラの流行と混合して炭疸のアウトブレイクはジンパブエを最悪にしていると国際援助機関は
2008年 12月 1日に警告した。ジンバブエ北西部辺境ではヒトでの感染32例および死亡3例が報告さ
れている。炭疸により家畜150頭、ゾウ2頭、カバ70頭および水牛50頭が既に死亡した。同地区では
6万頭のウシが死亡する恐れがある。

野兎病 Emerging Health

Threats

Forum/D:sease

outbreaks update

2008年 6月 16日

ニューヨーク市ブルックリン地区で肺炎性野兎病の確定症例1例が報告されたと、地元保健当局が
2008年 6月 11日 に報告した。患者は6月 初旬に熱、頭痛、発汗、胸痛および息切れのため地元の病
院で診察を受けた。症状発現の4日前に患者がブルックリンのレクリエーション地区でキャンプをし
た際に感染したと思われる。
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野兎病 http://¨ .mk.ru/blo
gs/idmk/2003/07/21

/mk― da‖ y/362939/

モスクワで今年初の野兎病感染例が確認された。この症例は53歳男性で、モスクワ郊外のナロ・
フォミン地区で急性伝染病に感染した。6月 下旬同地区に体暇のため数日間滞在し、釣りやキノコ
採りをしたが、2008年 6月 26日 に発熱と悪寒を呈し、鼠径部に鶏卵ほどの1重れ物ができた。野兎病
との疑いのため伝染病病院に転院し、血液検査により確定された。

野兎病 http://― nortecasti
‖a.es/20080810/cast‖

la」 eOn/cada― cuatro―

casos―tularemia―

20080810.html

2007年 6月 から12月 にスペインのカスティーリャ・イ・レオン州で507例の野兎病感染症例が確認さ
れた。このアウトブレイクでは、4分の1の症例がげつ歯類との直接接触に起因すると確認された。
患者は41～ 70歳の男性が多く、大多数が農村の住民または農村に頻繁に行き来する人であった。
24.3%は topilに s(ハタネズミ属の一種)に起因しており、家畜19,7%、 サワガニ13.2%、 蚊刺傷10.9%、 他
の動物との接触9.5%、 ウサギの取り扱い6.5%などが原因であつた。

野兎病 minyu―net福島民友
ニュース 2008年 3月
13日

福島県は2008年 3月 12日 、いわき市の保健所管内で50歳代の男性が野兎病に感染したと発表し
た。大原綜合病院付属大原研究所によると、県内の発生は96年以来とのことである。男性は1月 13
日ごろ狩猟中に野ウサギに触れたところ、1月 16日 に発熱や悪寒などの症状が出たため受診し、3
月5日に野兎病と診断された。症状は軽く、すでに回復している。

野兎病 ―
.bangkokpost.com

/general news 2008`軍

3月 18日

2008年 3月 17日 、タイの公衆衛生当局はタイで初めての野兎病と診断されたPrachuap Kh面 Khan
の37歳女性が死亡したと発表した。この女性は癌患者で、多数のウサギを家で飼つており、野兎病
菌に感染したと思われる。他の犠牲者は報告されていない。

野兎病 第62回 日本細菌学会
東北支部総会 2008

年8月 21-22日

2008年 5月 に青森県の農場で衰弱死したトウホクノウサギを病理解剖したところ、牌臓・リンパ節の
腫脹が顕著であったため、牌臓からの細菌分離を行い、同定を試みた。純培養菌の生化学的性状
試験およびPCR法による特異遺伝子の検出より、野兎病菌(Francisdla tubrensL subsp.
HdarcJca)と 同定した。青森県では1990年以来初めての野兎病発生報告である。

中毒 厚生労働省医薬食品
局 食品安全部 監視
安全課 輸入食品安
全対策課 (2008/12/8)

2008年 12月 8日 、アイルランド政府より、アイルランド国内におけるモニタリング検査において、豚肉から欧
州委員会の設定する基準値を超えるダイオキシンが検出されたため、2008年 9月 以降に食肉処理
されたすべてのアイルラント

・
産豚肉等について回収措置を講じるとの通報があつた。アイルランド政府

は養豚用の家畜飼料がダイオキシンに汚染されていたことが原因としている。

神経系障害 Neurology 2008:71:
153

2007年 末、米国Ausunの プタ肉処理施設の従業員に典型的な神経学的疾患が認められ、12月 ま
でに12症例が確認された。12例 中10例でCSF蛋白が上昇し、1例は髄液細胞増加が見られた。10
例でMR!に より脊髄神経根の増強が見られた。全員でlgGの免疫染色パターンを含む新規の神経
自己抗体プロファイルが確認された。この症候群は多発神経根筋障害であつた。特徴的な環境曝
露によって神経学的自己免疫が誘導されたことを支持する。

神経系障害 ProMED―
mai12008041 7 1 376

2008年 4月 16日 、豚肉加工場の作業員における原因不明の神経疾患症例数は3つの州で24例とな
り、他の可能性症例が評価中である。ミネソタ州のQPP工場の作業員が18名、インジアナ州で5名
およびネブラスカ州で1名である。

神経系障害 Health Protection
Report Vol.2,No32

2008年 8月 8日

米ミネソタのブタ処理施設における神経疾患症例のクラスターに関する継続調査。米国処理施設
の調査で3施設のみにおいて脳組織を摘出するための圧縮空気技術の使用が確認され、3施設全
てで合計施設労働者24名 の進行性炎症性神経障害(PIN)発症が確認されている。作業仮説は依
然として、これらの労働者神経障害を引き起こす自己免疫反応の進行を導く細かい霧状の脳組織
に暴露された、ということである。
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感染症定期報告の報告状況(2008/10/1～2009/2/28) 資料No.4-2

:D 受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 文献 症例
正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典 概要

2003/10/01 30541 デンカ生
lJF

′ヽ‐―トエキス ウシの心臓 ニユー ンー

ランド
有 熙 朦 J p n 」i n f e c t  D i s

2008:61:161-162

2006年10月2日に、腸管出血性大腸菌0157‖7(VTl&2)

症例が健康福祉センタ=に 報告された。患者は1歳の女

児で、横浜市保健所は使検体からPCRとRPLAによリベロ

毒素を検出した。9歳の兄からも同菌が検出された。患者
の家族は横浜市にある牧場で搾乳イベントに参加してお

り、その乳牛から同菌が検出され、PFGE分 析の結果、乳
牛から感染したことが示唆された。

合ワクチン

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
沈降破傷風トキソイド

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド

破傷風トキソイド

炎

2003/10/01 80542 デンカ生
研

所藤瓢 百百1ぎ ジブテリア破傷願混
合ワクチン

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド
沈降精製百日せきワクチン
ジフテリアトキソイド

bザミノ酸 ウシの乳 ニユーンー

ランド又は
オーストラリ
ア

製造工程 有 無 無 大腸菌性胃腸
炎

」pn J Infect Dis
2008:61: 161-162

1に同じ

2003/10/01 30543 デンカ生
研

ワイル病秋やみ混合ワクチン

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
コレラワクチン

ボリペブトン フツの 乳 中国又は
ポーランド

製造工程 有 無 無 大腸菌性胃腸
炎

」pn J infect Dis
2008:61:161-162

1 : 同じ

2003/10/01 80544 デンカ生
研

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混
合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
沈降破傷風トキソイド

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド

1沈降精製百日せきワクチン
|百日せきワクチン
ジフテリアトキソイド
破傷風トキソイド

|コレラワクチン

スキムミルク ツシの乳 日本又はア
メリカ

製道 工 罹 1石 無 無 大腸画性胃腸

炎

」pn J Infect Dis

2008:61:161-162

1に同じ

5 12003/10/01 デンカ生
研 匡諄脇 =

ラクトアメレフ

ミン水解物

ウシの乳 _ュージー

ランド又は
オーストラリ

有 無 朦 大腸菌性胃腸
炎

Jpn」 Infect Dis

2008:611161-162

1に同じ

6 1 ンカ

研

日せきジフテリア破傷風混含ワクチン ウシ血清 ウシの血液
り記載な

製造工程1有 無 朦 大腸国性胃腸

炎

」pn J infect Dis
2008:61: 161-162

1

10/01 デンカ
研

日本脳炎ワクチン ン

清 液

メリ 製造工程
炎

Jpn」 infect【)is

2008:61:161-162

:に同じ

1/171ペ ージ



報告者名 一般名

ジラπ=力 蒲"‐
一―………

インフルエンザワクチン

百 力汚巧極
クチン

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
破傷風トキソイド
日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド
百日せきワクチン
傷風トキソイド

日せきジフテリア
製百日せきワクチン

百日せきワクチン

日本脳炎ワクチン

乾燥日本脳炎ワクチン

原材料名 原産国 含有区分 概要

ルスの受容体結合能およびフエレットモデルにおける感
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された

型、2002‐2003年に米国北東部で分離されたH7N2

型はα2-6結合シアル酸に対する親和性を高めた

有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ

れた低病原性H7N2型はフエレットの上気道で効率的に増

、直接接触で感染できることが確認された。

男性が野兎病に感染したと発表した。大原綜合病院
原研究所によると、県内の発生は96年以来とのこ

である。男性は1月13日ごろ狩猟中に野ウサギに触れ
ところ、1月16日に発熱や悪寒などの症状が出たため

、3月5日に野兎病と診断された。症状は軽く、すで

している。

を病理解割したところ、牌臓・リンパ節の腫服が顕著で

あったため、牌臓からの細薗分離を行い、同定を試みた。
純培養薗の生化学的性状試験およびPCR法による特異
遺伝子の検出より、野兎病菌(Frandsd:a tdarends
subs,Hdarctca)と同定した。青森県では1990年以来初
めての野兎病発生報告である。

一″蹄
一ワ
抽

2/171ペ ージ



リマトン

D小腸粘

臓、ウマ牌
臓、肛肉、プ
タラード
ウォーター

、アメリ
力、カナダ、
オーストラリ

カナダ、
ストラリ

シ:米国、
ウマ、ブタ:
米国、カナ

2003/10/08

/10/09

'外製薬

ヤイニー

ムヽスター

巣細胞

ラクトース

タインスリ

ハムスター卵

ダ蒲覇晟
‐……

シ血清

米国、
ニュージー

報告者名 一般名

田辺三

製薬

ニプロ
‐‐
へ′iリンナトリ

アーマ ヘパリンナトリウム

トラス

え

プトコックス・ピオゲネス(A群3

型)Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末

泰 ヲ■置転胃彎□慶万
ノグラスチム(遺伝子組換え)
チン ベータ(遺伝子組換え)

シリズマブ(遺伝子組換え)

レノグラステム(遺伝子組換え)
エポエチン ベータ(遺伝子組換え)

ポエチン ペータ〈遺伝子組換え)

蕩王

3/171ペ ージ

中外製薬
ポエチン ベータ(遺伝子組換え)
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受理日 番号 報告者名

軍芥製薬
‐

一般名

ヘパリンナトリウム へ ′

リウム

」T「op Med

2∞ 8:78:40-

リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
.アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び

こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
であることが示された。我々はこのウイルスをChapare

ウイルスと命名することを提案する。

覇「百面璃 頭議 藤 =南二あド井
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド

ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ

ルス(LCMV)陽性であり、ドナーからの伝播であつたこと
確認された。移植前にHⅣ、HBV、HCVなどの標準的なド
スクリーニング検査は行つていたが、LCMVの 検査は
ていなかつた。

年5月の旋毛虫疑い症例138名について調査した。そ
の結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、

生または発酵ブタ肉料理を食べていたことが明らかとな

。EuSA分 析の結果、これらの症例のT‖chndia陽性率
76%(138名 中90名)であつた。同地区の屠殺場のプタ

4/171ペ ーン

1検体からT‖chndiaが検出され、T,s口ralsと同定され



概 要

発熱、下痢、嘔吐および眩量のためメルボルンの病院に
来院した。患者はヒツジ、ウシおよびブタの死体を取り扱
うペットフ=ド加工をしていた。血液培養でα溶血連鎖球
が検出され、AP120ストレップ同定システムでII型プタ連
鎖球菌と確定された。オーストラリアにおけるヒトでのプタ

菌毒性ショック症候群の最初の症例である。

醐 万ヾa百薔
たヽ後、意識不明で入院となつた。検査の結果、細菌性
炎と診断され、起因菌がプタ連鎖球菌2型と同定され
。患者は発病の4日前、プタの食肉処理を行つていた。
ルトガルにおけるヒトでのプタ連鎖球菌感染の初めて

ある。

9月20日に39歳日本人男性から献血された
T高値のため不適当とされ、HEV陽 性であつた。当該ド

ナーの遡及調査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV

る血小板が輸血されていた。当骸ドナーと
月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14

日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7

がHEV陽性であうた。レシピエンHま輸血22日日にALT

上昇し、HEVが検出された。

垂体性性
腺刺激ホル
モン

日せきジフテリア

合ワクチン
沈降精製百日せきワクチン

一‐ヽイタ
細

ナ

ア

5/171ペ ージ



:D 受理日 番号 1報告者名

10/10

生物由来成
分名

ンドロイチ
ナトリ

原材料名 原産国 l含 有区

π万 7

正
用
置

適
使
措
感染症(PT)

Engl」 Med 2008:

991-998

ア保健局、米国CDCの 科学者およ

専門家のチームは、ポリビアの辺境で発生した致死性出
血熱の原因として、未知のアレナウイルスを同定した
(PLoS Pathogens 200a t eloolx147)。1死亡例の血清

体からウイルスを単離し、サビアウイルスに近緑のこのウ
イルスをChapareゥィルスと命名した。

牙=澪 ラル奏=天あドデ=下ら蔵幕移師 蔽薇
が移植後4-6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原
あつたが、2例のレシピエントの移植肝および腎

から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析
することにより、リンゞ 性脈絡髄膜炎に関係する新規のア
レナウイルスが原因であることが明らかとなつた。レシピ
ントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが

検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。

離▼あ市画驀 可師 断物群7ヨお7デ
統進化の関係について分析を行つた。抗HEV抗体陽性
率は、ブタ8661%、ウシ45.86%、ヒツジ7.50%、シカ4361%、
ニワトリ488%、ウマ1574で、プタにおける流行の割合は
動物群に比べ明らかに高かつた。また、プタ感染

、ヒトにおける散発性E型肝炎ウイル
型である4型の相同性が最も高かつた。

こおいて、
るプタのダンピングが行われている。「高熱疾患Jは南部
地域で再興の兆候を示しており、福建省の地域では非常
に高レベルの感染が発生している。

ン

くかぜ風じん
ワクチン

生麻しん風しん混合ワクチン

6/171ペ ージ



番号

80581 毒生おたふくかぜワクチン
毒生麻しんワクチン
生麻しんおたふくかぜ風しん

弱毒生麻しん風しん混合ワクチン

ンド、オー

トラリア

'マ血清

、カナダ、
ニユー ンー

ランド

―ストラリ
ア、_ュ ー

感染症(PT)

物病研究

ン

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン

麻しんワクチン
生水痕ワクチン
生麻しんおたふくかぜ風しん

合ワクチン

痘抗原
生麻しん風しん混合ワクチン

日せきジフテ!

日せきジフテリア混合ワクチン

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合トキソイド
成人用沈降ジフテリアトキソイド
ジフテリアトキソイド

乾燥まむし抗毒素
ジフテリア抗毒素
破傷風抗毒素

麻しんワクチン

乾燥弱毒生水痘ワクチン

乾燥弱毒生麻しんおたら、くかぜ風しん

混合ワクチン

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン

日せきワクチン

沈降精製百日せきワクチン

百日せきジフテリア破傷風混
合ワクチン

百日せきジフテリア混合ワクチン

工1リスロマ ンの

シンラクトビ
ン酸塩

研究

日せきジフテリア破傷風混合ワクチン

7/171ペ ージ



受理日 番号

乾燥日本脳炎ワクチン
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワクチン
乾燥弱毒生麻しんおたら、くかぜ風しん
混合ワクチン
日本脳炎ワクチン

痘抗原

ン

乾燥弱毒生おたら、くかぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワクテン
毒生水痘ワクチン
しんおたら、くかぜ風しん

合ワクチン

弱毒生麻しん風しん混合ワクチン

ジラ事1,ラ葡商面菖
‐

含ワクチン
百日せきジフテリア混合ワクチン
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド

ジフテリア破傷風混合トキソイド
人用沈降ジフテリアトキソイド
フテリアトキソイド

沈降精製百日
合ワクチン
百日せきジフテリア混合ワクチン
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド
フ́テリア破傷風混合トキソイド
成人用沈降ジフテリアトキソイド
ジフテリアトキソイド

百 日 ジフテリア
合ワクチン
日せきジフテリア混合ワクチン
日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
ジフテリア破傷風混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合トキソイド
成人用沈降ジフテリアトキソイド
ジフテリアトキソイド

原材料名 原産国 含有区分

ニツジの毛 ―ストラリ
ア、_ュー

ジーランド

ニワトリの肉、

生物由来成
分名

感染症(PT)

丼ラ
~~‐
シの乳

物病研究
会

適正
使用
措置

大微生

ニワトリ 1当無し
(製造中止)

(製造中止)

三ニージー

3/171ペ ージ



受理日 報告者名 一般名
生物由来成
分名

『蒸藤 リグラジ
‐‐
1~~~~'‐

‐
マウスの脳

日本脳炎ワクチン

阪大微生
物病研究

溌蜘 百百唇ぎ万手丁力轟所萌「
合ワクチン

百日せきジフテリア混合ワクチン
日せきジフテリア破傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合トキソイド
成人用沈降ジフテリアトキソイド
ジフテリアトキソイド

生麻しんおたふくかぜ風しん
混合ワクチン

訂日せきワクチン

百日せきワクチン
百日せきジフテリア破傷風混

含ワクチン

百日せきジフテリア破傷風混合ワクテン

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混
合ワクチン

弱毒生おたふくかぜワクチン

弱毒生麻しんワクチン

弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん
ワクチン

原材料名 原産国 含有区分

当なし(

感染症(PT)

ウイリレス造中止品
日)

7月19日、 i覆ヲ電riら下lJ‐■1百おUξそ雨薦
!):577-580 による献血のスクリーニングを行い、WNV陽 性を示した3

をプエルトリコ保健省に報告した。これら3名はプエルト
リコにおいてWNV感 染が確認された最初のヒト症例であ
WNVに よりもたらされる公衆衛生上の脅威を監視およ
するためには、WNV感 染に関する臨床医の意識
、調査の継続ならびに教育活動が必要である。

Natl Acad Sci イラブル3り 藤 葱あ下万あ葬頭分葛蕩手不らT茄ラ
υSA 2008:105:

14124-14129

イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa青old
ウイルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

シの血液 ストラリ
ア、_ュ ー

2003/10/15

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン

9/171ペ ージ



ID 受理日 番号 報告者名 一般名
生物出来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 症例

適正

使用
措置
感染症(PT) 出典

10/15 30596 阪大微生
吻病研究
会

:水痘ワクチン
痘抗原

MRC-5 =卜胎児肺二

唐体細胞
1966年に樹
立したマス
タセリレ′ヽン
クに使用し
たヒトの細
胞株

興通工程 廉 無 黒

10/15 30597

80598

収入 孤 玉

吻病研究

日本化案

記燥疲そうワクチン

自そうワクチン
ウシの皮膚 ウシの皮膚

牛型結核菌
生菌

豚当なし(署
造中止品
日)

製造工程 熙 無 無

10/15 記燥 BCG膀 繊囚用 (コンノート株) 生きたカル
メット・ゲラン

菌(BCG)・コ
ンノート株

わナグ 有効 厩 分 騰 黒

2008/10/16 80599 ジェンザイ
ム・ジャパ

ン

アルグルコシダーゼ アルファ(遺伝子組
換え)

… ずニゼ
‐
亨ラフララ礎藤マ菊

換え)

アルグルコ
シダーゼ ア
ルフア(遺伝
子組換え)

遍伝子種渓ス
チヤイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

僣 王 潤 肥 体

は 、

Dr Lawrenc(
n“.O:ぃ′ハ̂ l`:

有効成分 熙 無 無

mbia

じ面verdty)

より入手し

たジヒドロ葉

酸還元酵素

(DHFR)欠

損チヤイ
ニーズハム
スター卵巣
細胞(OHO)
細胞系であ
る

ジェンザイ
ム・ジャバ

ン

ニユー ン

ランド
熙 職

ジェンザイ
ム・ジャパ
ン

アルグルコシダーゼ アルフア(遺伝子組
換え)

ン 米国、カナ
ダ

無 朦

10/171ペ ージ



細胞ウマ免
グロプリ:

ペイン、フ
ンス、イタ
リア、リトア

ド、ノリレ
r - . 7 -
- 2 . 2
l -T - / .

:. ztrl
、チェコ共

ルス感染

報告者名 一般名

裔 覆獨 リジ
~

ラマ閣産たリリジ
~

生物由来成
分名

原材料名 原産国 感染症(PT)

・
/ェ ン

ム・ジャパ

ェンザイ
・ジャパ

ジェンザイ
・ジャパ

卜胸腺細胞ウマ

Negl Trop
2: e213

Pathogens

4: e1000047

π巧市蔦ξ竃節 ララ下万ら繭 万じ:澪だ ラを面百
、
″
Leptospira‖ceragae″serovar Va‖‖Jと名づけた。同
1域の急性レプトスピラ症患者の3銘で

″
Leptosttra

eragae″serovar Va"‖Jに対するMAT抗 体が高力価で

れたが、ベルーの他の地域では7%であつた。この

新規のレプトスピラ種はアマゾンの生物学的多様性を反
映しており、ペルーアマゾンにおけるレプトスピラ症の重
要な原因と考えられる。

)小さな流行が、2003年12月と2004年 1月に

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
アウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル

であることが示された。我々はこのウイルスをChapare

イルスと命名することを提案する。
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生物由来成
分名

原材料名 概 要

浮ヽ菊産i輛 菌藤機蘭よ
卜劇咬マダニについて病原体検索を行つた。その結果、

3例で寄生マダニよリボレリ
,た。Borre‖a VJdS■na近縁種による世界で初めてのラ
ム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症
せok―assodated rash‖nessが国内のキチマダ
て媒介される可能性を初めて示した。

面■ヴリ= 藤ヽで萄學藤薇西蔓IIttT
受けた6歳の男児が移植5ヶ月後に致

た。割検により脳内の海綿
t変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一ヨ
ていた。生前および死後の検査では病因を特定できな
'つヽた。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン
'リア病である可能性も除外できなかつた。同種造血幹細
後の海綿状脳症の初めての報告である。

i脅弾=寿 ■り7万ス"面 繭面月葛百現種丁草
・

児におけるエンテロウイルス(EV-71)による手足
病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死
省Fuyang市である。死亡例は全てEV-71感 染
性肺水腫のような重症の合併症により死亡

ヒ。全症例の死亡率は3月10-31日は11%であつたが、4

月17-29日には0.2%に減少した。

ラフ面0 月 ` 0 口 現 仕 、ノ フ ン ル 沐 饉 口 l J ・ア ノ 7  E E I I I L ヨ

むデング熱症例120570例を報告している(うち

。2008年4月2日、リオデジャネイロ州は確定死亡例
び調査中の死亡例58例を含む57010例を報告し

た。同州では過去5年間はDEN-3が主なセロタイプであつ
たが、DEN-2の循環が再興しており、小児における重篤
例および死亡例が増加している。

と同定された患者20名全員をDNA ingerp‖nungで評価し
こところ、6名のクラスターが同定された。6名は全員が若
英ヽ国出身者で、共通のパーに出入りしていた。6名中5
名は肺疾患を有し、1名はM boMs髄膜炎で死亡した。1名
は低温殺菌されていない牛乳の摂取やウシとの接

12/171ページ
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:D 受理日 番号 報告者

2003/10/17 富士製薬
工業

富士製薬
工業

日̈

2003/10/17 ,0608

2008/10/21

一般名
生物由来成
分名

適正
使用
措置
感染症(PT)

ニユー ン ー

ンド、オー

ストラリア

ルス感染 Pathogens

4:e1000047

ら2006年1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)
を調べたところ:海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン

びマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性

されなかつた。我々はこれらをプロテアニゼ感
プリオン病(PSPr)と名付けた。PSPHま 、プリオン病

の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多
い可能性がある。

でタイピング不可能な新規のメチシリン耐性黄色ブドウ球
―MRSA)が 出現した。ケースコントロール試験の結

果、NT,MRSAの キヤリアはプタまたはウシ飼育農家に多

かつた。またNT―MRSAは 新規のクローン複合体ST398に

ていた。2002年:こはヒトにおけるNT―MRSAは 0%で

が、2006年には同国の全MRSAの 20%以上がNT―
こよるものであつた。動物宿主由来のMRSAが ヒト

に感染したものと考えられる。

流ヽ行が、2003年12月と2004年1月に
ポリビアのCochabamba付 近で発生した。1死亡例から検

を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル

サビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
であることが示されたぎ我々はこのウイルスをChapare
イルスと命名することを提案する。

2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病:
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移
れた70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド
と患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員tリ
ンバ球性脈絡髄膜炎ウイルス(LCMV)陽性であり、ドナー

からの伝播であつたことが確認された。移植前にはエイズ

ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行つたが、LCMVの
ていなかつた。

月13日
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:D 受理日 番号 報告者名
適正

症例1使用 感染症(PT)
措置

ンフリレ Nau Acad Sci

2008; 105:

概 要

2008年 百栞襲蔦こ跳 バπ下い うズ
7月 業界向けガイ るための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス
ンス(案) れた。全ての血漿由来製剤についてt製造プー

のパルボウイルスB19 DNAのウイルス負荷を確実に
100001U/ml未満とするため、製造過程の品質管理検査
してNATを 実施すべきである。ミユプ

ール中でのNATの

は少なくとも10∞0001U/m:とするべきであるもこれら

を超えるものは使用してはならない。

月 業界向けガイ
ンス(案)

110(11, iTチカラト面であ輸五百よる百蔦菖F語おF5U感菜あ
を評価するため、2004-2007年に収集されたド
シピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の

赤血球輸血を受けていた患者1例でBabeJa mtr“感染
が確認されたが、血清検体陽性の ドナーを特定するこ
できなかつた。危険性は1920回の赤血球輸血で001ま
は1例と計算された。

ンフリレ

叫
８５３

スの受容体結合能およびフェレットモデルにおける感
7563 8Rべた。その結果、2004年にカナダで分離された

、2002-2003年に米国北東部で分離されたH7N2
α2-6結合シアル酸に対する親和性を高めたHAを保
ていた。また2003年にニュ=ヨークの男性から分離さ
ヒ低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増
、直接接触で感染できることが確認された。

ransfusion 2008: 力価醐輔藤鷲乃弓澪テレズ
…
モ■ をアルフミン

び免疫グロプリンの各種製造工程〈低温ニタノール分

、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理
およびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTCID50

アッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ

程が不活化・除去に有効であることが示された。

第XIII因子

14/171ペ ージ
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ID 受理日 番号 報告者名 一般名

2003/10/21 〕0612 ベー :

ング

ロフリン

2003/10/21 80613 CSLベーリ
ング

リン

人 リン2003/10/21 一ベＣＳＬ
ガ

適正

症例1使用 感染症(PT)
措置

シア

ンフルエン

鳥インフルエこ

Nau Acad Sci

2008: 105:

7558-7563

TransfustOn 11に同じ
48: 1342-1347

2007:110(11

1):853 を評価するため、2004-20137年に収集されたド
レシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の

サていた患者1例でBabeJa m断o 感ヽ染
ヒが、血清検体陽性の ドナーを特定するこ

できなかつた。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま
は1例と計算された。

三=ラガ 百夏轟藤藤商減房薇画両初 ラ[圧ラフう7
ルスの受容体結合能およびフェレットモデルにおける感
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された
H7N3型、20C12-2003年に米国北東部で分離されたH7N2

型はα2-6結合シアル酸に対する親和性を高めたHAを
有していた。また2∞3年にニューヨークの男性から分離さ
低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増
、直接接触で感染できることが確認された。

ransfusion 2008: 力面醐鶏薦江乃彰著ラリス
~‐
モ百ダイカ蛯フラLツ=ラ

1342-1347 び免疫グロブリンの各種製造工程(低温エタノール分

、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処理
よびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVerO E6細 胞培養におけるTCID50

セイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ
が不活化・除去に有効であることが示された。

NaU Acad Sci

2008:105:

7558-7563
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報告者名 一般名 文献l症例 感染症(PT) 概要

函葛a百ぁ百応:品面訂葛「市に高覇ぎi薇[ビゾジに百げ
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど
。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
はスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病
播率を比較した。その結果、8SEおよびスクレイピーと
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する

から採取された血液によつても伝播するこ

示された。

移植後ケ6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原
不明であつたが、2例のレシピエントの移植肝および腎
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解
析することにより、リンヽ

°
性脈絡髄膜炎に関係する新規の

アレナウイルスが原因であることが明らかとなつた。レシ
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス

され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ
ヒ。この方法は病原体発見の強力な手段である。

入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び

びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウィルスに最も近縁であるが、新規のウイル
であることが示された。我々はこのウイルスをChapare
イルスと命名することを提案する。

表に

で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド

が検査したところ、全員、リ
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス(LCMV)陽性であり、ドナー

からの伝播であつたことが確認された。移植前にはエイ
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行つたが、LCMVの

検査は行つていなかつた。

2008年 8

語蕊
…
1瓢蒻題盟需詔II頸菖屠記認頭
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lD 受理日

ロキナーゼ

用
置
使
措
感染症(PT) 概要

血漿由来製品によるパルボウイルス319伝播リスクを低
減するための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス
案が示された。全ての血漿出来製剤について、製造プー

7月 業界向けガイ
ダンス(案)

ル中のパルボウイルス819 DNAのウイルス負荷を確実に
1∞001U/mi未満とするため、製造過程の品質管理検査
としてNATを 実施すべきである。ミニプール中でのNATの

は少なくとも10000001U/m:とするべきである。これら
基準を超えるものは使用してはならない。

Pathogens
4: el000047

の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に

リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び
びL RNAセ グメント配列の解析の結果、このウイル

スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

日 成17-19年度に国内医療機関より検査依頼のあつたヒ
会総会 2008 卜刺咬マダニについて病原体検索を行つた。その結果、

年4月 17-18日 099 生マダニよリボレリアDNAが 検出
れた。Borrdh vdddana近縁種による世界で初めてのラ
ム病症例を見出した。またt新しいボレリア感染症
uck―assodated rash‖nessが国内のキチマダ

こよつて媒介される可能性を初めて示した。

茂雨前 iラ覇け葛 二下三アjイラドネ芳 T
こ滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に39℃の発熱と
明な血小板減少を呈し、血液塗株標本鏡検で三日熱マ
リア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され
ヒ。後日、血液塗抹標本から抽出したONAを PCR検 査じ
こところ、三日熱マラリアとサルマラリアの重複感染と診
れた。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で
がない。

けるエンテロウイルス:2008年4月29日現在、中
月1日 こおけるエンテロウイルス(EV,71)による手足

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。
省Fuyang市である。死亡例は全てEV-71感染

こよる神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡
した。全症例の死亡率は3月10-31日は11%であつたが、4

月17-29日には02%に減少した。
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:D 受理日 番号
生物由来成
分名

原材料名 原産国 有区

2008;29:

離した。患者喀痰と温泉水から分離され
たL rub‖lucensについてPFGEに よるDNA切 断パターンを

調べたところ、同
一′くターンであつた。レジオネラ症患者

からの菌分離はL pneumophhが主であり、当該菌のヒ
からの分離例は国内外で初めてである。

血熱症例の小さな流行が、
リビアのCochabamba付 近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
ビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
であることが示された。我々はこのウイルスをChapare

イルスと命名することを提案する。

つたヒ

ダニについて病原体検索を行つた。その結果、
54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが 検出さ
Borre‖a va!ゴJana近縁種による世界で初めてのラ
ム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症
●ck―assodated rash‖nessが国内のキチマダ

二によつて媒介される可能性を初めて示した。

i百テ0■ 三百二T三ア:マジドネラテ丁夢7
していた29歳女性が帰国2ヶ月後に39℃の発熱と

著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日
リア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され
た。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査し
たところ、三日熱マラリアとサルマラリアの重複感染と診
された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で
報告がない。

1患者が入浴した温泉水
分離した。患者喀痰と温泉水から分離され

rub"lucensについてPFGEに よるDNA切 断パターンを

こところ、同一パターンであつた。レジオネラ症患者
ましpneumoph!aが主であり、当該菌のヒ

194-195
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フロキナーゼ

感染症(PT) 出典 概要

けた集中治療中の患者2名がHⅣに感染した。供血者は
12月に供血した時にはHⅣ陰性であつた。5月に再び供血
時にはHIV陽性であつたが、血液は既に使用されてし
た。アルゼンチンでは約12万人がHⅣに感染している。

薇翻轟育苗 :ラ莉ビジあ蘭直野義薫百蔀遊蔀あ市
‐

でlヶ月の内に1400人以上が腸チフス症状を示したと発
表した。 2∞ 8年2月16日以降、1477例が腸チフス症状を
、うち436例力ヽ ケ所の病院で治療を受けた。腸チフス

検査は高価なため、その内の37例が血液検査により確定
されただけである。今までのところ死亡例は報告されてい

百百発表きπ口哩堺にお¨
と題する報告によると、多剤耐性結核(MDR TB)が 今
最高を記録した:この報告は、2002年から2006年

こ81ヶ国で収集された結核患者90000名のデータに基づ
:調査結果である。広範囲薬剤耐性結核菌(XOR―TB)が

記録され、またHⅣ感染とMDR―TBとの関連性が

された。毎年50万近くの新規のMDR―TB患者がいると
見積もつている。

update2) :
以前報告されたPeshawa『の家族クラスターに関する最終
1感染試験結果が提供され、血清学的検査によ

り更に2例のH5Nl症例が追加された。これらの検査結果
年12月のアウトブレイク調査の疫学的知見を支持

る。家族内での限定的なヒトーヒト感染が発生したが、コ
ミュニティーヘは拡大しなかつた。

国人男性は、52歳の父親に直接ウイルスを感染させた
(ヒトーヒト感染)と、2008年4月7日に医師が報告した。中
当局は息子から父親に感染したと考えていると発表し
ていたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。

マ藤 フ戸「覇訂t罰 而革i万三百月Iib面 蒟輌奪ラフ
熱と診断され、その内26例が死亡したと疾病管理当局が

述べた。昨年同時期は13949例で内34例が死亡で、昨年
り減少している。シンガポールでは死亡率の高いデン

グ出血熱が発生している。2000年1月～3月における感染

news Com

年3月15日

月3日
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受理日 番号 報告者名 一般名
正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 概要

フィリピン保健局回立疫学センターの調査によると、2008
年1月1日～4月10日のデング熱症例数は9555例で、2007
年同時期よりほぼ3酬多い。デング熱による死亡例は111

例で、昨年より29例多い」首都地区で2443例の犠牲者が

報告されている。

B年5月22日、インドKarnataka地方では21000以上ノ
ングンヤと確定されており、チクングンヤ症例数は、
以上と推定されると副長官が述べた。SJ‖a tJしk

で、報告された2100例のうち1300例が同地区の症
ある。

1759

力産形砺師 潟亜動 群 夢り専〕珈 百
一

1∞00～15000例であることが明らかとなつた。チクングン
症例の急激な増加を受けて、緊急事態が宣言された。

08年7月31日、タイの公衆衛生当局は、デング熱が匡
に広がり、今年になつてから今までに40000名以上が

染し、48名が死亡したと述べた。ベトナムでは2008年7月

旬現在、21000名のデング熱症例が報告されている。

電″ヌ三V
ルス感染

ラゲ三
イルス感染

ング熱 Ciin Viro:

:34-39

7月2日付け7-Day NeWsの 報道によると、ミャン
―では、サイクロンの発生後2ケ月でサイクロンの被害
者21834例が結核感染していることが確認された。結核
の疫病はサイクロン被書地域で発生していない。

ンドネシアJakarta Timurでは、

熱警戒地区に指定された。」akatta東部ではデング

ついて、初回診察時の人口統計学的、臨床的および臨
ング出血熱(DHF)発症傾向を決定するた

めに比較する、後ろ向きコホート研究を行つた。デング患
者1973例のうち118例(6%)がDHFで、内82例(42%)が入院

発症した。多変量解析の結果、初回診察時の
や血中尿素の増加などがDHF発 症を予測する上で
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適 =

使用
措置
感染症(PT)

1124861が 発生し、その内18名が死亡したため、保健当局は注意
を呼びかけている。2008年7月には約500症例および死亡
15例が報告され、この数字は更に増加している。

熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に
リビアのCochabamba付 近で発生した。1死亡例から検

を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

infect Dis 膏手巧6両輌蕩 帥 あボジ天嚇 あ通茨
‐

27:347-350 NICUに入院した1804例の超低体重出生児の診療記録
を、壊死性腸炎(NEC)診断について後ろ向きに調べた。そ
結果、ウイルス検査でNECと 同定された32例中6例
(19%)の大使中にヒトアストロウイルスが検出された。未
熟児におけるNEC発症に同ウイルスが関与することが示
唆され、NEC患者の検便検査に同ウイルスを含めるべき
である。

Pathogens

4:e1000047

ニユーン~

ランド、オー

ストラリア

21/171ペ ァジ



生物由来成
分名

原材料名

適正

使用 感染症(PT)
置

概 要

TPropionibacterium
れる血小板濃縮製剤(PC)の保存から輸血までを追跡し
こところ、輸血後の有害事象は見られなかつた。In宙trO
でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに 接種し、好

気的に22℃で10日間保存という条件下での生育を調べた
ころ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかつた。プロピ

オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出

れないか、輸血後に検出されると考えられた。

てヽ赤血球1単位の輸血を受けた。40分後
396℃の発熱、硬直、背部痛、低血圧梓 び低酸素症
里し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で
した。患者の血液および赤血球パッグの残存物から
)occus pneumo面ae血清型4が検出された。赤血
こよるS pneumohae感染の初めての症例である。

た。UVC照 射は、血小板の品質に影響を及ぼさず
こ、細菌(表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸
ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス

(HⅣおよびシミアンウイルス40を除く)を不活化すること
できた。しかし、HiVのような血液感染性ウイルスに対応

22/171ペ ージ

するには、UVC法 をさらに最適化することが必要である。



文献l症例 感染症(PT)

Aによるフォトケミカル処理(PCT)過程のプロセスパリ
―ション試験を行つた。フィプリノーゲンおよび第VⅢ因

り平均26%減少したが、治療用血漿として十
レベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの
ベルの81-97%であつた。PCT処理済FFP中の凝固因子
療用血漿に関する欧州規制および国内基準の範囲

ことが示された。

または光 修脈 夢 丁『たI液襲葡
病原体不活化(P:)は広範囲のスペクトルの予防的ア

プローチである。溶媒界面活性剤(SD)およびメチレンブ

ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン

リボフラビンを用いた新しい方法が導入され
ている。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板
、血漿および赤血球のためのPI法が開発中である。

モトサレンと紫外線A波で光
(PCT PLT)の輸血に関連する有害事象を調べるために

能動的血液安全監視プログラムを実施した`患者1400名

に7437件のPCT―PLTが輸血され、その内、68件が有害

事象と関連付けられた。PCT―PLT輸血に関連した急性輸
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であつた。

理… 著5蕗δ磁 篠雨 あ蒟 語百b瓢
をRT PCR法により調べた。その結果、治療終了

は87%、治療完了後6ヶ月では77%、治療後2年を過ぎて
7mの 患者で、無症候性であるにもかかわらず、
DNAが 検出された。適切な治療を行い、回復し

ように見えても、Brucella DNAは存続する。ブルセラ菌
不可能な持続性の病原体である。

炎を併発し、血小板残液からBac‖us cereusが検出さ
=症例の報告である。TRA日様の急性呼吸不全を星し
、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ

。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め

培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ

が、診断及び同二菌株の証明に重要である。

磁万じ¬開師昴薇嚢互tたVラリモ不
ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。
トマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降
月7日までに、米国の41の州、ワシントンDCお よ

びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。
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一般名
生物由来成
分名

原材料名 出典 概要

万り蕩 三ヽ71F月ジデ7三ヨ¬蘭5革間雨冨罰讐房薮正
2o08rF3F 26 E llhttt2t 200oE,d'.28{tlr\ bvF+ (2007s) 1t340fi irT

急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な
である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に

る。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診
された人々と連絡をとつて、性的パートナーを探し、検
るよう勧めている。

Microbiology

南部では稀な輸血によると考えられるBabeda

感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血
108th Genera: 、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を皇し、

月1-5日、Boston
20081F6 tた 。血液塗株標本で赤血球の5～15%にトロフォブイ

(栄養体)があつた。患者血液検体中でBabedaは形態
PCRで B mtrou陽 性であつた。輸血さ

者のうち1名が3 microu陽性であつた。

全戻赫 豪「輸 出 品
‐
昴百摂番下

‐

年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血

者の調査を行つた。適合供血のうちEuSA法 で反復陽性
たのは0013%(90/651471)で、そのうちRIPA陽

は3弔(28/82)で、陽性確認率は00043%であつた。全供
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回

供血者に絞つた対策の検討が示唆された。

での感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の
～16o倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25%と推
る。薬剤耐性Leishma面a耐 antumがイヌを介して

するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要

ある。

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに

類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が

。ヽヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要
である。

Med」 i両5=2面5革に蕃落蔭 菫菌莞iビ競 じた亨ラ
14: 170-177 患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。

126例中123例(98%)がデング熱、3例(2%)がデング出血熱
であつた。1例が輸血により感染したデング熱であつた。
116例が輸入症例、10例が地域症例であつた。デングウイ
ス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であつた。死
かつた。発熱、皮疹を皇し、血小板減少などを示

す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める

Amencan society
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一般名 感染症(PT) 概 要

よび果莞菱‐ 夕茄ご:芽万 ア弱 1
ナイルウイルス(WNV)感染の現状をまとめ

ヒ。WNV感 染は2001年にCayman諸 島と日o"da Keysの住
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシヨなど周
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離
要である。

7日、トルコのBursa、CanakkdeおよびSamsun
二媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に

り3名が死亡し、この2ヶ月での死者数は37名となつた。
1健省はダニに注意するよう呼びかけ、咬まれた場合は
て手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り1

てヽもらい、ヨードで消毒することを推奨している。

:阪における1997-1999年の献血者979052名中102名カ
トパルボウイルスB19感染者であつた。B19感染者のう
のB19 DNA、 lgGおよびlgMを長期間フォロ

ーア

したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症
状を報告した者はいなかつた。B19急性感染後の血漿ウ
イルスカ価は約1年で101U/mL未満、約2年で10'IU/mL

未満まで下がることが示された。

模アウトブレイクにより、2007年のVasterbOtten地方の流
行性腎症患者の数は100,000人当り313人に至つた。督歯

類の増加の他、気候温暖化および地表
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ
ことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ

蒸力琵 I:面あ珈藤 蘭あズダ万 万報
22011ヘ ンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感

染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ
1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイ
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危
はない。

年齢62歳)を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疲染
色パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ
ン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー

されなかつた。我々はこれらをプロテ
―ゼ感受性プリオン病(PsPr)と名付けた。PSPrは、プ
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも

ロイツ Neuro1 2008:

ルト・ヤコ 697-708

25/171 ペ ーン

らに多い可能性がある。



受理日 番号 報告者名 文献 症例 感染症(PT) 出典

Viro1 2008:82:
3701

わであ穂 3ま琵 は33蘭 硫
びヒトでの表現型を調べた。BASEウ シ由来の脳ホ

を、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニ

υマウスに接種したところ、6協が2●22ケ月後に感染
、古典的BSEに関する報告より高い感染率であつた。
染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア

ソフォームは、元のウシBASEま たは孤発性ヒトプリオン

とは異なつていた。またBASEプ リオンはリンパ

であつた。

務局(01EXこ報告された畜牛におけるBSE症
World animal
situation
3 1日 ある。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、

ルトガル33順(ドイツ16頭、日本およびポーランド10

、フランス1頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、
ェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2頭.ス
ベニア、スウエーデンおよび米国1頭である。2008年に
|、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されて
るヽ。

animal
situation れたBSE数 である。1987年以前は英国全体で446頭で

月17日 が、1992年には37280頭となつた:その後、減少し、
年には67頭となつた。2008年は3月31までに10頭報
れている。

ックマウスに、輸血関連vC」D感染第1号症例由来の脳

を機種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後の
体の性質について調べた。その結果、潜伏期

、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrP型につい
、vC」D(輸血)接種群はvCJD(BSE)機種群と類似してい
vCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な
変化が起こらないことが明らかとなつた。

Infect Dis 夢じ¬百三赫 萩芝蔓■索,こ 扉 う
14:1406- 尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の

腎臓と勝批のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE
があつた。組織学的、免疫組織化学的分析では、

腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や
病変は見られなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
TSEの水平感業に何らかの役割を果たす可能性がある。

プ0型の感染率を調べた。2003年1月から2∞6年6月
こ10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ-2お

1グループ0型感染の割合は、各々、18%および
1%であつた。これらの症例のほとんどは、異性との接触
こより感染した流行地域出身の患者であつた。HiV-2感

染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で

ルト・ヤコ
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原材料名

月 業界向けガイ

概要

(AM"は 、男性同性愛行為を行つた男性
(MSM)の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5

ることを支持するという声明を採択した。
この新方針をFDAに 通告し、この方針を推し進め
ループと協力していく。FDAは 1977年以降、MsMの 供
を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、
メリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい
る。

ラブЛ,3丁 Fじデミリ夢と五蔵要蘊「ヨ蘭するM百百あ
‐

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り
をヽ認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し
た。バンデミック時には適格な供血者数が制限されること
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く
することが最も有効であるとしている。

百お■葛アヽり亨Sジタイジラπニジ,あ面履頂籍[
する影響をシミュレーションした。3ヶ月間の血液供血量が

場合、血液需要に制限がない場合は在庫の
まとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に
た場合は在庫がなくなることはなかつた。

菖五薫歴罰あホぎな流行が1カ而5軍芝戸匹菊5万年1頂百
ボリビアのCoohabamba付近で発生した。1死亡例から検
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウィルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
にS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

難 薇 ある百あi百:週菖塾 西まI
CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種
したところ、最小51yOチンパンジー感染量(CID50)は各々
約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパニ
ジーにおけるHBV DNAウ ィンドウ期は遺伝子型Aで は

76日、遺伝子型Cでは35■50日、HBs Agウィンドウ期
は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型Cでは50‐64日で
あった。またHBV DNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方
が遺伝子型Aに比べ有意に短かつた。

性となつたために供血延期となつた供血者のリエント
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ
、抗HBc抗 体が2回以上陽性となつた供血者は無

期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目
に陽性となつた後、8週間以上経つてからHBs抗原、抗
HBc抗体および高感度HBV NATによつてH3V感 染が否
定された場合は供血可能となる。

27/171

ンス(案)



概要

正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典

infect Dis

47:e52-56 抗原陽性となつた患者を調査したところ、552名中23名
活性化で、529名が急性B型肝炎であつた。

化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV
こ高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低

。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全
り、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有

細胞治療学会総会 連感染症の報告数は124例(10月末現在)であり、
一昨

年4月25-27日 び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は
が61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7
った。ウイルス感染(疑)症例の調査結果により病
体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの 1例であつ

。HCVの1例は20プールNAT開始後(2004年8月開始)
ての検出限界以下の献血血液による感染症例で
つた。

47:627-633

評価した。試験期間中にHOV陽 性となつた2名のうち
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら
つた。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを

含み、その内6例がHCV RNAを 含んでいた。手の衛生に
する連守率は37%:患者ケアの直後に手袋をはずして
たヽのは33%であつた。

i万1百t'5薔革T2耳5T百1百酵 覆●凛うまだ
‐

(86名)を受けた患者の移植時の抗HEV IgG保

有率は、各々14.5%または104%であつた。この内、肝移植
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を
けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員
RNA陽 性であり、内8名が慢性肝炎となつた。

から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者
リンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4 T細胞数が

に低かつた。

ておいて締 二π雨軒スフ丁二=ジ
量を用いてTaqMan RT― PCR法 によるHEV NATス クリ

ーニ

月25-27日 を行つた。陽性献血者85例について追跡調査および
を行なつた8陽性献血者の多くは動物内臓

してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、
かつた。多くは症状が現れないまま抗

化し、典型的な無症候性―過性感染の経過を
どつた。

」Trop Med

2008;78:

ているヒト101

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEV IgGg

有率は曝露群では18.80b、非曝露群では41%であつた。ブ
夕に接するヒトの抗HEV igG保有リスクは54倍 (P,003)で

。HEV感 染は養豚作業員の職業病として扱うべき

28/171ペ ージ
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lD 受理日 番号 報告者名 一般名 原材料名 原産国 感染症(PT) 出典

ロブリン

概 要

Society チ芸 もう確 百モジダニて品賓管理あ百め硬雨
Microbiology ヒ廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの
108th Ceneral

2∞8年6月
|りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無

調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、
1-5日 剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され

た。また、h゛tro培養を行つたところ11検体(55%)でクラミ
ジア生菌が生育した。

Kong Med」

14: 170-177

1両藤巧両蘭素藩港0公 王鵜 7=入薦した亨:考蒲層走
‐

患者全員の医療記録をレトロスペクティプに検討した。
126例中123例(98%)がデング熱、3例(2%)がデング出血熱
であつた。1例が輸血により感染したデング熱であつた。
116例が輸入症例、10例が地域症例であつた。デングウイ

イルス

Panam
2006:

1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であつた。死
はなかつた。発熱、皮疹を塁し、血小板減少などを示

者には鑑男1診断にデング熱を含める

妻デ=夕両 汚芹瑯 石瓦げ百
‐

ストナイルウイルス(WNV)感染の現状をま
た。WNV感業は2001年にCayntan諸島と日Onda Keysの住
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキショなど周
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか
し:疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分
が必要である。

7月7日、トルコのBursa、CanakkdeおよびSamsun
病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に
り3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となつた。
省はダニに注意するよう呼びかけ、咬まれた場合は
して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り
てヽもらい、ヨードで消毒することを推奨している。

におTる1●蒟ご子駅蕩革硫 亜罰 翫お藤薔革i
トパルボウイルスB19感染者であつた。B19感業者のう
20名の819 DNA、lgGおよびlgMを長期間フォローア
ところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症
を報告した者はいなかつた。319急性感染後の血漿ウ
ルスカ価は約1年で104:u/mL未満、約2年で10'IU/mL
で下がることが示された。

ンに イリレ

トブレイクにより、2007年のVasterbotten地方の流

腎症患者の数は100,Ol10人当り313人に至つた。選歯
気候温暖化および地表を覆う積雪の

こより、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だつ
=ことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ

ハ
ス
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lD 受理日 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 1含 有区 感染症(PT)

ロイツ Viro1 2008:82:

ェルト・ヤコ
ブ病

フェルト・ヤコ
プ病

ストラリアB‖sbaneの
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感
にウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ
1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイル
トーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危

齢62歳)を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染
パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ
ン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー

れなかつた。我々はこれらをプロテ
―ゼ感受性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プ

リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも
さらに多い可能性がある`

万『モ焉あ葱払百こそまた:澤百こ¬こ,凛
1 卜での表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ

ジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニ
Tglマウスに接種したところ、6幌が20-22ケ月後に感染
、古典的BSEに 関する報告より高い感染率であつた。

卜化Tgマウス脳における病因性プリオンのア
ソフォームは、元のウシBASEま たは孤発性ヒトプリオン

のものとは異なつていた。またBASEプ リオンはリンパ

であつた。

事務局(01E】こ報告された畜牛におけるBSE症
る。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、

ルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10
、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、
ェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2頭、ス
ベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年に
、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されて
るヽ。

situation れたBSE数である。1987年以前は英国全体で446頭で
月17日 が、1992年には37280頭となつた。その後、減少し、

年には67頭となつた。2003年は3月31までに10頭報
告されている。

ランスジェ
ニックマウスに、輸血関連vC」D感染第1号症例由来の脳
材料を接種し、輸血によるヒトーヒト間の2次感染後の
vC」D病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期
間、臨床症状、神経病理学的特徴およびPrp型につい
て、vC」D(輸血)接種群はvCJD(BSE)接種群と類似してい

た。vC」D病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な
変化が起こらないことが明らかとなつた。

30/171ペ ージ

ONE 2008:3:



受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 有区分 出典

infeCt Dis

14: 1406-

概 要

―の臨床症状を呈するハムスター

にTSE感染性があることが示された。これらの動物の
膀洸のホモジネートは2∞∞倍以上希釈してもTSE

染性があった。組織学的、免疲組織化学的分析では、
臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や
は見られなかつた。尿中のTSE感 染性が、自然の

感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

ラズ菊 蕩雨 渤薦面「覇 i落面碑西および面F戸「グ
ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月
こ10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ-2お

びHⅣ-1グループ0型感染の割合は、各々、18%および
1%であつた。これらの症例のほとんどは、異性との接触
り感染した流行地域出身の患者であつた。HIV-2感

業のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で
った。

血熱症例の小さな流行が、2∞3年12月と2004年1月に
リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
t、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
にS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
サビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
であることが示された。我々はこのウイルスをChapare
イルスと命名することを提案する。

Pathogens

4:e1000047

ンフルエ〕

ンフルエン

Newsletter

Week!y

2008年2月

Vox Sanguinis

95(Suppi l):

(MSM)の 供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5

年間に変更することを支持するという声明を採択した。
この新方針をFDAに 通告し、この方針を推し進め

るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの 供
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい
る。

インフルエンザバンデミックと血液供給に関するAABBの
作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し
た。バンデミック時には適格な供血者数が制限されること
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く
することが最も有効であるとしている。

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量
5銘減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の
とんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に
した場合は在庫がなくなることはなかつた:
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一般名
生物由来成
分名

概要

=を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型
含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種

したところ、最小5儡チンバンジー感染量(CID50)は各々
10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパこ
ジーにおけるHBV DNAウ ィンドウ期は遺伝子型Aで は

76日、遺伝子型Cでは35-50日、HBs Agウィンドウ期
は遺伝子型Aでは69-97日、遺伝子型cでは50-64日で

あつた。またHBV DNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方
が遺伝子型Aに比べ有意に短かつた。

FDAは B型肝炎コア抗原に対する抗体(抗HBc抗 体)
月 業界向けガイ なつたために供血延期となつた供血者のリエント
ンス(案) リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ

れまで、抗HBo抗体が2回以上陽性となつた供血者は無
こ供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目
なつた後、8週間以上経つてからHBs抗原、抗
体および高感度HBV NATに よつてHBV感 染が否

定された場合は供血可能となる。

に日,

ヒ患者を調査したところ、552名中23名
弔)がHBV再 活性化で、529名が急性B型肝炎であつた。
化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV
が有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低

かつた。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と
り、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有

蘇 赤警 覆「覇 曹ぎ蔵 覇面

月25-27日
関連感染症の報告数は124例(10月末現在)であり、一昨
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は
1例、HCV32例 、細菌24例、その他のウイルスが7

であつた。ウイルス感染(疑)症例の調査結果により病
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であつ
た。HCVの1例は20プールNAT開始後(2004年8月開始)
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で
あつた。

スクにおける環境汚染および標準的注意の非連守の役
を評価した。試験期間中にHCV陽性となつた2名のうち
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら
となつた。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを
み、その内6例がHCV RNAを含んでいた。手の衛生に
する連守率は37%、患者ケアの直後に手袋をはずして
たヽのは33%であつた。
両:革itti百=芝5面輌西 Itti専蒋孫璽m落 うまだ

‐
EngI J Med 2008:

は肝移植(86名)を受けた患者の移植時の抗HEV IgG保

有率は、各々145%または10弔であつた。この内、肝移植
けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を

14名で急性HEV感 染を同定したが、全員
HEV RNA陽 性であり、内8名が慢性肝炎となつた。移
での時間は短く、慢性肝炎に進展した患者

ではリンパ球数並びにCD2、CD3お よびCD4 T細 胞数が

32/171 ぺ ……ジ
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感染症(PT) 出典

-026

AmeHcan Society

Microbiology
108th General

2008年6月

エストナイリレ Panam Salud
イルス 2006: 19:

112-117

じ

第56回日本輸血・

細胞治療学会総会 量を用いてTaqMan RT―PCR法 によるHEV NATスクリニニ

ングを行つた。陽性献血者85例について追跡調査および
遡及調査などを行なつた。陽性献血者の多くは動物内臓
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感業者で、

月25-27日

G3が多かつた`多くは症状が現れないまま抗
し、典型的な無症候性―過性感染の経過を

J Trop Med スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない
Hyg 2008:78:
1012-1015

卜97名におけるHEV感 染の有無を調べた。抗HEV IgG保

率は曝露群では188%、非曝露群では41%で あつた。ブ

夕に接するヒトの抗HEV igG保 有リスクは54倍 (P・003)で
つた。HEV感 染は養豚作業員の職業病として扱うべき
である。

こ同じ

こ同じ

こ同じ
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生物由来成
分名

受理日 出典

Viro1 2008:82:

/Wo‖ d animal

situation
月31日

animal
situation
月17日

じ
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一般名 原産国

2008;94:315-323

C‖n lnfect Dis

2008:46:e131‐ 136

こ同じ

こ同じ

じ

80632に同じ
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受理日 報告者名

こ同じ

48:1036-1037

infect Dis
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こ同じ
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日本輸血・

年4月25-27日
-026

J  T r o p  M e d

2008:78:

1012-1015

~̈蘭
高:お訂383:顧

…

Microbiology
108th Ceneral

ラグ熱
…

Kong Med J

14: 170-177

'エストナイル Panam Salud
ウイルス 2006: 19

0633に同じ

‖こ同じ
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原産口 1含 有区
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用
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適
使
措

こ同じ

0633に同じ

80633に同じ

Weekly
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原産国 1含有区 症例

Mi●roЫology

108th Generat

Kong Med」

14: 170-177

エストナイル Panam Salud
2006: 19:

112-117

正
用
置

適
使
措
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一般名
生物由来成
分名

:nfect Dis

14:808-810

33に同じ

じ
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用
置

適
使
措

J Trop
2C108:78:

1012-1015

Genet Evol

8:529-533 れたレプトスピラは、」ava面ca血清群型に分類される新し
血ヽ清型で、ArenJと命名された。同じ地区の重症患者
から分離された株も同じ血清型であつたことから、この株
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清
と考えられた。
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lD 受理日 番号 1報告者名 一般名

化学及血 リノゲン加第XⅢ 因子
清療法研
究所

人活性化プロテインC
ロンビン

人活性化プロテインC
人血液凝固第Ⅸ因子

乾燥スルホ化人免疲グロブリン
人血清アルプミン

感染症(PT)

リケツチア

概要

万不節 =蔵 ら路お葡 西荀 蒸
告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで

1症例が報告されている。感染症管理センター長による
実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると
思われる。2007年まではQ熱 はオランダではほとんど存
しなかつた。

腸 亨勁顧昴面憂玩西きIそ丁「る
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより

急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数

週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡した

告され、その数は増加すると見られている。血液検査で

日本脳炎陽性となつた患者は5%以下であつた。日本脳炎
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査
である。

1同じ

人血液凝固第口因子
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報告者名 一般名

桑抗HBs人免疫グロプリン
リエチレングリコール処理抗HBs人免
グロプリン

原材料名 原産国 1含 有区分
生物由来成
分名

感染症(PT)

ニュージー

ンド、オー

ストラリア

609-619

〃 ラズぞ茄輌b万あ莞菫輌豪:‐T面5革頭
倍となつた。原因病原体のAnaJasma

こよる血液の安全リスクを調査するた
、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ
ューセッツ州の血液ドナーのA phagocytophiumに対す
るヒト:gG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年
こ採取された15,328ドナー血清中432例(27%)が抗体陽
性であつた。比較的高い陽性率が持続していることからt
更なる調査が必要である。

クリアランスならびにスクレイピー関連フィプリル(SAF)静
注後のPrpresへの曝露について調べた。rPrPのARR変
異型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、

クリアランスがVRQ変 異型のクリア
ランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの血漿クリアラ
ンスはt両腎臓摘出後は52%減少し、rprP除去に腎臓が

要であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩や
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こ除去された。



一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分
正
用
置

適
使
措

ジ '蕨顧桑
‐

ェルト・ヤコ

1180-1187

出典

Infect Dis

141834-336

Pathogens

4:e1000047

in China

概要

贅: 罰ヽ滉け7… ず初輌ル茅
分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の鼻咽頭
物から検出された。Canl12051-06分離株のポリプロ
ン配列は、Saffoldウイルスと912%の アミノ酸同一性
ヒ。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、
り異なつていた。

リビアのCochabamba付 近で発生した。1死亡例から検

体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び

こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

隷預義万葡 丁薇 ス而潜高予冨:市そ茉群 蒐5著テ
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに1

2008年5月19日 名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ
イルス71による手足口病と確定された。同市では、3
月1日から5月9日の間に、6,049例報告され、353例が重

篤で、22例が死亡した(致死率0儡)。患者数は、4月の初
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後
た。

立プリオン病病因調査センターに2002年5月か
!月に紹介された患者‖名(平均発症年齢62歳)
たところ、海綿状変性の型、PrP免疲染色パターン
よびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは
り、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
ま検出されなからた。我々はこれらをプロテアーゼ感
プリオン病(PSPr)と名付けた。PSP‖ま、プリオン病

では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多
可ヽ能性がある。

滞 策蔀醐面新薪"い手=7雨渤
トヘルペスウイルス(HHV)陽 性率とウイルスDNA量 を
―PCRに より調べた。その結果、HSV-1、 HSV-2、 VZV

及びHHV-3 0NAはどの検体からも検出されなかつた。一

方、EBVは 72%、HHV-7は 65%、HHV-6は 307o、CMVは 1%に

された。また、1名の血液から61X10^7geq/m:を 超え
るHHV-6 Type Bが 検出されたが、健常者における異常
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値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ



ID 受理日 含有区分 感染症(PT)

Sanguinis
95(Supp!1):

概要

によるパルボウイルスB
減するための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス
案が示された。全ての血紫由来製剤について、製造プー

ルヾボウイルスB19 DNAの ウイルス負荷を確実に
00:U/ml未満とするため、製造過程の品質管理検査
てNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの

少なくとも1∞00001U/mlとするべきである。これら
を超えるものは使用してはならない。

ラリズ
~■
■ヨ嘉石力蒻昴'万プ冨ジお

疫グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分
、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/o処 理

びウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
リアランスをVerO E6細 胞培養におけるTCID50

ッセイおよびRT―PCRで 測定した。その結果、全てのエ
・除去に有効であることが示された。

ri百肩7百あチ百藤… 慕手事
‐

こおけるすべての供血16521検体中のデングウイルス
RNAをTMA(廿ansclp●on―mediated ampllcat10n)

で測定したところ、12検体(007%)力tTMA陽 性であつた。
、RT―ICR(DENVセ ロタイプ2および3)陽性であ

ヒ。RT―PCR陽 性4検体中3検体でウイルスを培養するこ
ができた。TMA陽 性12検体中1検体が:gM陽性であっ

ヒ。1:161こ希釈した場合は5検体のみTMA陽 性であった

から2007年に、チクングニ

ユニオン島で大流行しt供血は2∞6年1月に中断された。
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供
血あたり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ
るリスクは、lo万供血あたり1500と最高であつた。この期
、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。

2006年1月から5月の平均推定リスク(a7%)は、CHIKV
NAT検査による血小板供血のリスク(0儡)と同じオーダー

であつた。

こおける供血検体のHEV感染率を調べた。そ
i果、ルーチン検査(抗HCV、抗HⅣ1/2、HBsAg、梅毒
びALT)陰性供血者の約1%は抗HEV igMまたはHEV

、HEV感染の可能性があつた。また、ALTスク
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が
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た。



受理日 番号 報告者名

10/24

一般名

凝固第IX因子

原材料名 原産国 含有区 文献1症例 感染症(PT)

イツ

ェルト・ヤコ

病

47ブ171ページ

:病発生傾向を調
mai:200808262660 べた研究によると、最近8年間でヒト

に増加したことが明らかとなつた。ヒト狂大病は1990年か
1996年の間は全国的な狂大病ワクチン機種プログラム
こより抑制され、わずか159症例が報告されただけである
、2006年は3279症例と激増した。

lmerg lnfect Dis スクレイビーの臨床症状を 、ムスター22匹の
14:1406- こTSE感 染性があることが示された。これらの動物の

のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE

があつた。組織学的、免疫組織化学的分析では、
こおける疾患関連PPの 散発的な沈着以外、炎症や
られなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。



適正
使用
措置

受理日

ダ、中国

」Aust 2CIC18:

188:538-539

生物由来成
分名

原材料名 原産国 感染症eT) 出典 概要

軍i玉葛落薔奪7:万5i奪築じ:預茫じ百べ下チ=
人男性の症例報告である。患者はベトナム南部Long An

身の57歳男性でアルコール依存歴があつた。

入院時には嗜眠状態であつたが、バイタルサインは安定
していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を塁し、死亡
した。患者はプタを飼育しており、プタの臓器を日常的に
ていた。血液培養でSs面sが検出され、セロタイプ
でぁらた。セロタイプ16がヒトから分離されたのは初め
てのことである。

轟あ麟 下勇I藷 薇i=ゴ藤 万燕が縣資落:
、3日で,倍の大きさになつたため、切開し、排膿した。膿
培養からYerd‖a enterocdltcaが検出された。患者は

事をしており、右指を切ることが頻繁にあつ

ヒ。豚肉への曝露によりYerJ面3が直接皮膚に接種され、
に膿瘍を形成したと考えられる稀な症例で、初めて

と思われる。

14月、41歳男性が突然の下瞑郡痛と思寒そ星し、
下痢、嘔吐および眩量のためメルボルンの病院に
こ。患者はヒツジ、ウシおよびブタの死体を取り扱

ペットフード加工をしていた。血液培養でα溶血連鎖球
が検出され、AP120ストレップ同定システムで11型プタ連
と確定された。オーストラリアにおけるヒトでのプタ
菌毒性ショック症候群の最初の症例である。

7:H7(VTl&2)

福祉センターに報告された。患者は1歳の女
で、横浜市保健所は便検体からPCRとRPLAに よリベロ

出した。9歳の兄からも同菌が検出された。患者
こある牧場で搾乳イベントに参加してお

その乳牛から同菌が検出され、PFGE分 析の結果、乳

infect Dis

14: 155-157

J Med 2008:

121:el

メジ

ィジック
人血清アルフミン ル

ネチウム('lm Tc〉注射液 ミンジエチ 人血

レントリアミ アルブミン
五酢酸テ
チウム(
Tc)

シ胎児血

日本
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染したことが示唆された。



受理日 報告者名

ンカ生

含有区分

造エ

適正

使用
措置
感染症(PT) 出典

」Infect Dis

61: 161-162

」infect Dis

61: 161-162

52に同じ

イル

ケ蹄
ワ
抽

i養不活化A型肝炎ワクチン

ンアルフア(NAMALWA)

友製薬

大日本住 ンターフェロン フア

友製薬

ヨ本住 _ュ ージー

ランド又は
オーストラリ
ア

友製薬
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受理日

10/29

イエル

一般名

アルフミン

トコグ アルフア(遺伝子組換え)
クロイツ

フェルト・ヤコ
ブ病

、vC」D疑いのため調査中である。MRIまたは脳ス

ャンの結果がアトランタの疾病対策センターに送付さ
バージニア大学および国立プリオン病病因サーベイ
ンスセンターで更に検査される。結果が出るまでには

ヶ月を要すると思われる。

ナダQuebecのProM面o Life Sciencel■は血液中の
」Dプリオンを除去する使い捨てフイルターを開発した。
百万ものペプチドをスクリーニングし、プリオンに最も親
ものを探し、市販の樹脂に固定し、膜状にし、

何層にも重ねた。本フィルターは汚染血液からのプリオン

去が可能であつた。また、フィルターで処理したプリオ〕

染ハムスターの血液をプリオン非感染ハムスターに投
与しても疾患は発現しなかつた。

石 百ビ'こニア幅″マ
、第lX因子複合体および第VII因子)の製造工程に
てヽSTIM-4蒸気加熱処理を用いた不活性化処理を行
、ヽヒトパルボウイルスB19(319V)とマウス微小ウイルス

不活性化効果の比較を行つた。その結果、血

製剤の中間体の種類に関わらず、試験に用

たヽB19V(遺伝子型1型、2型)はいずれもMMVと 比較して
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効果的に不活性化された。



受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国

適正

症例l使用 感染症(PT) 出典

措置

ョnsfusion 2008: カラ再弓ラおよ群蔓
1739-1753 ンについて、HIV、HCV、 HBV、 HAV.′ リレボウイリレスB19

びvC」Dに関する病原体感染リスクを評価した。これ
ら血液製剤の製造過程では2つの異なつた不活化および
去工程が使われている。全製剤とも1バイアル当たりの

残存する病原体感染リスクは極めて低いことが示され
た。

イルス感染

lhnol Prog

24:554-560

Lancet Infec
2008: 8: 355

じ万 コ151藤べ:乃IFを薦合τf百おまた百薩 落洒
に添加したブタパルボウイルス(PPV)への選択的な結合
有するペプチドをスクリーニングした。その結果、
(トリプトフアンーアルギニンートリプトフアン)結合レジ

は75%ヒト血漿中のPPVを検出限界以下に除去するこ
ができた。

、ベルーお 蓄 ■「=莉J産ワお
‐

熱の数死症例から新規のアレナウイルスを発見し、
urusと名付けられた。また、ウガンダでは赤オナ

ザルで新型ポックスウイルスの可能性があるウイルス
1発見された。これら野生動物のウイルスがヒトヘの感
得し、重篤な疾患を引き起こす可能性がある。

EngI J Med で動配=雨 面T蔦イラ'曖 己考りう万 万
…

2573-2584 lおよび2試験を行つた。その結果、大多数の被験
こおいてアジュバントなしの75μ gまたは15μ gのヘマ

グルチニン抗原を含有するワクチンの2回接種が、様々な
1ウイルス株に対するする中和抗体の合成を誘発す
ことが示された。注射部位での軽度の痛みと頭痛が主
反応であつた。このワクチンが有用であることが示

ングウイルス セロ πツミジお
び免疫グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分
、陽イオン交換クロマトグラフイー、低温殺菌、S/D処理
よびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTCID50

ッセイおよびRT―PCRで 測定した。その結果、全てのエ
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不活化・除去に有効であることが示された。



一般名

イットリウム(90Y)イプリツモマブチウキ
セタン
インジウム(1‖:)イプリツモマツ チウキ
セタン

人血漿たん白
クトコグ アルファ(遺伝子組換え)

一証
鰤
椰
感染症(PT)

クロイツ
フェルト・ヤコ
プ病

52/171ペ ージ



受理日 番号

ロイツ

ルト「ヤコ

パルボウィル
ス

パルボウィル

ルス感 infect Dis

8:355

ンフリレエン Engl」 Med 2008:

358:2573-2584

ス 晦
５４．５６
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:D 受理日 番号 1報告者名 原産回

ドイ

、オースト
リア

ンス、

イツ、ベル
ギー、イタリ
ア、オースト
リア、米国、

概要

州での輸血によ mtrou感染の
t性を評価するため、200■2007年に収集されたドナー

シピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の

赤血球輸血を受けていた患者1例でBabeda市たrot感染
れたが、血清検体陽性の ドナーを特定すること
つた。危険性は1920回の赤血球輸血で001ま

tは 1例と計算された。

スの受容体結合能およびフェレットモデルにおける感
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された
、2∞2-2003年に米国北東部で分離されたH7N2

α2-6結合シアル酸に対する親和性を高めたHAを保
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ
=低病原性H7N2型 はフェレットの上気道で効率的に増
、直接接触で感染できることが確認された。

ルブミンお

よび免疫グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺薗、S/D処理
ウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ

ルスのクリアランスをVerO E6細 胞培養におけるTCID50

ッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ
が不活化・除去に有効であることが示された。

B:ood誌のprepub“shed onlineに掲載されたヒツジにおけ

る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど
。`エジジバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
クレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病
率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと
リヒツジに効率よく伝播された。症状を里する
ナーから採取された血液によっても伝播することが
れた。

”ン

、プラ
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報告者名

〕SLベーリ

原材料名 原産回

,シ肺 り'7ア「テF

イ、ニユー

ジーランド

、ドイ
、オースト
リア

適正

措置

Natl Acad Sci

USA 2008:105:

7558-7563

Transfusion 2008:

48:1342-1347

American Society

20081「8

月28日

}lood 2007:110(11.

1):853

Natl Acad

SA 2008: 105:

7563

2∞ 8:

1342-1347

ヘパリン
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生物由来成
分名

10/30

11/05

11/05

え細胞

―ハムス

ストラリ
ア、_ュ ー

―ランド、
スタリカ、
ニカラグア、
エルiナルバ

又はウルグ
イ(MCB
に一部米国
を含む)

数十年前に
樹立したマ
スターセル
ン`クに使
した細胞
ため原

56/171ペ ニジ



ID

147

148

受理日 番号 報告者名 一般名

万項夕手ジあ蔭薦蒲
珈銘一”ヽ・

2003/11/06 30687 栗相 桑 品

大洋薬品
工業

2003/11/06 〕0088

籍徹
アウイメレス接種家兎炎症皮膚

 |::`;『

原産国

Infect Dis

14:938-940

概要

密接に接触する健康な農業従事者365名の血清検体をリ
ッチアに対する抗体について調べた。血清有病率は、
phagocytophilum 8 8%、Coxie‖a bumeti 6 4%、
hense:ae 916%およびRiokettsla typh 4 1%で

。これらの人畜共通感染症細菌のヒト感染が高頻
あり、認識されていないことが示唆された。

general news れたPrachuap Khi"Khanの 37歳 女

18日 亡したと発表した。この女性は癌患者で、多数のウサギ

家で飼つており、野兎病菌に感染したと思われる。他の犠
者は報告されていない。

三ニ ヨニ巧稀ブテ; 再ヽ`添 襦 天函 菟獅あ確更
症例1例が報告されたと、地元保健当局が2008年6月‖
日に報告した。患者は6月初旬に熱、頭痛、発汗、胸痛お

oaks update

年6月16日
び息切れのため地元の病院で診察を受けた。症状
日前に患者がブルックリンのレクリエーシヨン地区で

キャンプをした際に感染したと思われる。

/www.mk.ru/ モスクワで今年初の野兎病懸梁例が確認された。この圧
例は53歳男性で、モスクワ郊外のナロ・フォミン地区で急
性伝染病に感染した。6月下旬同地区に休暇のため数日
し、釣りやキノコ採りをしたが、2008年6月26日に

寒を皇し、鼠径部に鶏卵ほどの腫れ物ができ
。野兎病との疑いのため伝染病病院に転院し、血液検
こより確定された。

7年6月から12月にスペインのカスティーリヤ・イ・レオ〕
で507例の野兎病感染症例が確認された。このアウト
クでは、4分の1の症例力町ヂう歯類との直接接触に起
すると確認された。患者は41～70歳の男性が多く、大
多数が農村の住民または農村に頻繁に行き来する人で

。243%は toⅢ‖os(ハタネズミ属の一種)に起因して
り、家畜197%、サワガニ132%、蚊刺傷109な他の動物
の接触95%、ウサギの取り扱い65%などが原因であつ

枷̈̈
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受理日 番号 報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産回 有区 概要

頑轟司莉了百丁う万 イ■1■吾i層芳び 夕57面三面丁
‐

ブルセラ症のアウトブレイクが確認された。疑い例はプ
163頭で全て屠殺された。2008年6月20日に清掃および

面雨西分離標葛 る断面5藤西 I下7珊藩じ:葡藻獲 i
き起こす可能性のあるプタ関連株であることが示唆され
るヽ。英国では今まで動物またはヒトからのST398株分

つた。2∞7年にSco画sh MRSA
nce Laboratoryはヒトから分離され、MLSTによつて
れた3例のST398株を受け取つた:これらの分離株
遍的なST398株と同一ではなかつた。疫学的調
、3傷は同時期に入院しておらず、プタや養豚業

者との関連はなかつたことが確認された。

面面薇覇面=百 百ラ百 て面齋覆″ う下π イ夢矛
生した。家畜の足の上皮検体の補体結合テストおよび

では口蹄疫ウイルス陰性であつたが、2008年7
月28日に、6頭のウシの咽頭食道液中のウイルス分子特
化によつて確定された。ウシ19頭およびブタ6頭の感染
が確定された。

万百■群打百百ゴ面勁ビラ豪薔稀西あアラ下:
レイクが発生した。ウシでは確定例は58頭、疑い例は490

頭、プタでは確定例は無し、疑い例3頭であつた。

バリンナトリウム

ルセラ症

53/171ペ ージ
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受理日 番号 l報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区

1&repo面 d=7248

19681牛1頭の血液検体が検査のため提出され、炭疸菌が検出
ヒ。更に、6月18日に日sbon付近の雌牛1頭が死後、
菌陽性と確定された。

ラ百万百1百采画蔦蔀 b冨5面T覇 百:‐
‐~~~

炭疸のアウトブレイクが発生したと発表し
た。1件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。

郡で炭疸の2番目のアウトブレイクが、検査の
こと発表した。

7月25日 CF:Aは 、北saskatchewanの Paddockwood

でバイソン7頭が炭疸により死亡したことを7月24
日に確認したと発表した。7月22日にはPonass Lakeのウ
シ1頭の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ
クは5月26日にKng GeOrgeの農場でウシ13頭が死亡

59/171 ぺ ―̈ン

た後、確認された。



受理日 番号 l報告者名 原材料名 原産国 有区 感染症(PT) 出典
一証
鯛
腿

概要

面面革預函画面尾高直市凛わ萬石ル嚇 己
り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、2297

在観察中である。2∞6年にはSaskatchewanでは800頭

以上の動物が炭疸により死亡した。2008年はこれまで21

頭が炭疸により死亡している。

122500 2件のウシにおける炭疸を確認した。今年の春以降の炭
疸による死亡は24頭となつた。

Ted Tumer's日 "ng D付近の
頭が炭疸陽性であり、自然発生した炭疸により死亡した。
更にTed Turner's日ゾng D農場では炭疸により死亡した
バイソンの数が増加し、現在までに257頭となつた。

ProMED―

ProMED―

mai!200808182569

,3面「う薫8葛あ]ぢみラカ 蕃藤 う商覇湧
た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。

ブルセラ症陽性であつた。これにより同州はブルセラ症フ
リーではなくなつた。

16日 、 . Wyoming
191907 Da面dの雌牛2頭の組織からBrucdL abo咸usが培養さ

したと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れに
てヽ検査する予定である。

WyomingttDa面dの牧場のウシ327頭を予備的に検査し
た結果、更に13頭がブルセラ症に感染している可能性が
示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ

60/171 ペ ーーン

が既に確定されている。



受理日 番号 l報告者名

ホルモン

原産国 含有区分 感染症(PT)

ロストリゞ
ム感染

概要

23日、CFIAはB‖ush columЫa州の雌牛1頭で
た。どの部位もヒト食料または飼料システム

こ入っていない。出生農場を確定するための調査が開始
た。

2面軍5万i百百1~5Fレほ五Fこτ=:ある藷励丙下i頭覇 斑
‐

を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ
。どの部位もヒト食料または飼料システムに入つていな
い。当該牛は生まれてから死ぬまで、北Albo蔵aの1つの

農場で過ごした。詳細調査を実施中である。

リス

処分され、16000頭近くのウシが隔離されている。Fresno

郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに
つた。

雨ルリカフ王琳 蒼
集計数である。20C18年は、5月28日現在、バン

デシュで1例(死亡0例)、中国で3例(死亡3例)、エジ
プトで7例(死亡3例)、インドネシアで16例(死亡13例)、お
よびベトナムで5例(死亡5例)が報告され、合計32例(死τ

)である。

インフルエ:
である。2008年は、5月28日現在、バン

グラデシュで1例(死亡0例)、中国で3例(死亡3例)、エジ
プトで7例(死亡3例)、インドネシアで18例(死亡15例)、お
よびベトナムで5例(死亡5例)が報告され、合計34例〈

)である。

for Hedth Protectonは2008年の11例日の

熱症例(30歳男性)を確認した。この男性は2008年4
5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。

. Sichuan
ス壊疸に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟
受けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病
こ送られる。今までのところ同病院での交差感染はな

61/171ペ ージ



受理日 番号 l報告者名
生
考嘉
来成
1原
材料名

一般名 概要

,ど形洒鷹栗
患について連絡を取つている。中国の専門家は調査を終
了した。ShandOng省のWattiakOu村においてヒト顆粒球ア
ナプラズマ症の症例404が特定された。診断はPCRとシー

クエンス分析で確定された。
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感染症(PT) 出典

ルセラ症

ル セ

191907
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一
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生物由来成
分名

原材料名 含有区分l文

:に同じ

91に同じ
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受理日 番号 l報告者名 原材料名
適正
使用
措置

含有区分 症例 感染症(PT) 出典

無 'ロイツ

フエリレト・ヤコ
ブ病

194-195

Pathogens

4:e1000156

PathOgens

4:e1000156

PathOgens

41e1000156 こおけるE21lKと呼ばれる新規の遺伝子変異を同
た。この変異は遺伝性CJDの ヒトにおいて見られる

因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜
異を有するBSE確定ウシの最初の報告で

る。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頭の
シで全く検出されず、E21lK変異は極めて頻度が1氏い
(2000例中1例未満)。

血熱症例の小さな流行が、20113年12月と2004年1月に

リビアのC∝habamba付近で発生した。1死亡例から検
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
にS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウィルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare

ウイルスと命名することを提案する。

2008:29: 者の喀痰と患者が入浴した温泉水からLc」ondia

分離した。患者喀痰と温泉水から分離され
たL rub‖!ucensについてPFGEによるDNA切 断パターンを

調べたところ、同一パターンであつた。レジオネラ症患者
からの菌分離はし,ncumOphiaが 主であり、当該菌のヒ

離例は国内外で初めてである。
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クチン(huGK-1
ルブミン



報告者名 ―般名

法研

療法研

士フィル 夢著弄力J面 嘉″πチじ市輔
ムR17ァ ー

マ

生物由来成
分名

原材料名

正
用
置

適
使
措
感染症(PT) 出典

トスピラ症 Genet Evol

8:529-533

概要

ヨ苅覇F「こ面 てヽ″ 蘇蘭 麗あ:稀源著る`■否
れたレプトスピラは、Java面ca血清群型に分類される新し
血ヽ清型で、ArenJと命名された。同じ地区の重症患者

から分離された株も同じ血清型であつたことから、この株
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である

考えられた。

ド面あ不要薩 肩酪 ろ珈 薔:
こ増加し、2∞8年7月21日付けで

症例が報告されている。感染症管理センター長による

と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると

思われる。2007年までは0熱はオランダではほとんど存
かった。

7勁雨護面湾万ダ'両弓亨勁庸0画素碗IきUそ丁:る

因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより
と診断された。同州の13の地区では、数

こおよそ8∞人の患者が発生し150人が死亡したと報

告され、その数は増加すると見られている。血液検査で
日本脳炎陽性となつた患者は5%以下であつた。日本脳炎
ンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査
である。

ンフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ
ルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
ルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス

ネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa軒old

ウイルスと最も近緑であつた。また、胃腸疾患患者群498

名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ

ルスが検出された。

布 ズあ亨歴 あ
ブレイクにより、2007年のVasterbOtten地方の流

行性腎症患者の数はl C10,000人当り313人に至つた。書歯
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だつ

たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ
る。

五薫雇冽あ不罰動蔽罰菫"面 革i2万と西面軍丁戸i=
リビアのCOchabamba付近で発生した。1死亡例から検

体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
単離し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
にS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル

スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル

汎 |

モノクローナ

Nat Acad Sci

2008; 105:

14124-14129
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ウイルスと命名することを提案する。



受理日 番号 1報告者名

三菱

一般名

フィマーナトリウム

生物由来成
分名

原材料名 感染症(PT) 出奥 概要

WHO/EPR 2008年 ラリカとフラけ E薫 あ最蓮あ
10月13日 ルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび

た検査の結果明らかとなつた。このウイル

する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ
と密接に接触した看護師が感染し、入院中で

藁腱葛iま矛=寿 薦た彦夢鰤 蔽面話√
~

Procёssors社の従業員における11名の神経疾患に
てヽ調査中である。最初の症例は2006年12月に発症
その後数ケ月間にわたり、2007年7月まで発症した。
先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は
ない。11症例はプタ頭部や臓器の処理場で働いていた。
因は特定されていない。

百:ミ莉 う薙 肩面 蔦5:屁蒲環蔀あ
夕処理施設の従業員における原因不明の神経疾患につ

てヽ通報を受けた。州保健局と米国CDCが 調査中であ
2008年1月28日現在、同施設では12名(年齢中央値
1歳、25-51歳)の作業員が進行性炎症性神経障害と同
された。2006年11月から2007年‖月にかけて、プタ頭
こ関わつたヒトで発症した。原因は特定されていな

業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に
工場従業員も同様の症状を発症した。全

員、プタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲
、麻痺および疼きといつた炎症性神経症状の顕著な
徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能
がある。

Infect Dis

14:834-836

ti「褻輛誦め7… する万冴
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の鼻咽頭
物から検出された。Canl12051-06分 離株のポリプロ

テイン配列は、Saffddウイルスと91かのアミノ酸同
一性を

有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、

人免
ロプリン
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受理日 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 有区 感染症eT) 出典 概要

五蔦彊碗あア画 流各弱ミ:「】面5革i西肩Ittδ石革T月i三
リビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
し、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分析、並び
こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
ζはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル

イル Pathogens

4:●1000047

であることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ルスと命名することを提案する。

Represetative
in China 重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに1

年5月19日 小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、ェンテ
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3

月1日から5月9日の間に、6,049例報告され、353例が重
で、22例が死亡した(致死率04%)。患者数は、4月の初
こ増加し始めて、4月28日にピ=ク に達し、5月5日以後

少した。

Neuro1 2008: 蒻 ラ
エリレト・ヤコ :697-708 ら2006年1月に紹介された患者11名(平均発症年齢62歳)

べたところ、海綿状変性の型、PrP免療染色パターン

びマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは

、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性
れなかうた。我々はこれらをプロテアーゼ感

性プリオン病(PSPr)と名付けた。PSPHま、プリオン病
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多

可ヽ能性がある。

ライテ了 ransfus:on キ サ

トヘルペスウイルス(HHV)陽 性率とウイルスDNA量 を

こより調べた。その結果、HSV-1、 HSV-2、 VZV

及びHHV-3 DNAは どの検体からも検出されなかつた。
一

方、EBVは 72%、HHV-7は 65%、HHV-6は 3酬 、CMVは 1%に

出された。また、1名の血液から61Xl゛ 7geq/mlを超
るHHV-6 Type Bが検出されたが、健常者における異常
活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ

れる。

こよるバル下ウイル面邑両百層1'ズグを百
‐

月 業 界向けガイ 減するための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス

ンス(案) Fれた。全ての血漿由来製剤について、製造プー

ルヾボウイルス819 DNAのウイルス負荷を確実に
100001U/ml未満とするため、製造過程の品質管理検査
てNATを 実施すべきである。ミニプ

ール中でのNATの

少なくとも1000000:U/m!とするべきである。これら

を超えるものは使用してはならない。
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一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 感染症〈PT) 出典

ングニヤ

イルス感染

概要

Transfusion 2008: 力価の培養デングウイルス セロタイフ2をアルフミン

び免疫グロプリンの各種製造工程(低温エタノール分1342-1347

、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S/D処 理

およびウイルスろ過)前の検体に加え、各工程での同ウイ
ルスのクリアランスをVero E6細胞培養におけるTCID50

アッセイおよびRT―PCRで測定した。その結果、全てのエ

程が不活化・除去に有効であることが示された。

こおけるすべての供血16521検体中のデングウイルス

)RNAをTMA(transc■pせon―mediated amp‖lcajon)
で測定したところ、12検体(007%)がTMA陽 性であつた。
、RT―PCR(DE｀ Vセ ロタィプ2および3)陽性であ

た。RT―PCR陽性4検体中,検体でウイルスを培養するこ

とができた。TMA陽 性12検体中1検体が:gM陽性であつ

た。1:16に希釈した場合は5検体のみTMA陽 性であつた。

函而繭裁両憂面F革に1~手万 死 予リアルズに面k万ほし
ユニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。
流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供
たり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ
るリスクは、10万供血あたり1500と最高であつた。この期

、757011Cl人の住民のうち推定312500人が感染した。
1月から5月の平均推定リスク(0.7%)は、CHIKV
T検査による血小板供血のリスク(04%)と同じオーダー

であつた。

Vox Sanguinis
95(Supp!1) こおける供血検体のHEV感 染率をERべた。そ

の結果、ルーチン検査(抗HCV、抗HⅣ1/2、HBsAg、梅毒
びALT)陰 性供血者の約 1%は抗HEV IgMま たはHEV

gヽ陽性で、HEV感染の可能性があつた。また、ALTスク
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が

:の中国に

ヒ研究によると、最近8年間でヒト狂大病症例数が急激
こ増加したことが明らかとなつた。ヒト狂大病は1990年か
1996年の間は全国的な狂大病ワクチン接種プログラム

こより抑制され、わずか159症例が報告されただけである
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番号 1報告者名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 出典 概要

Infect Dis 九々″ビニあ蘭競 要をヨ昴訂頭スタ=2薦あ
14: 1406- :ごTSE感染性があることが示された。これらの動物の

腎臓と膀洸のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE

感染性があつた。組織学的、免疫組織化学的分析ではt
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や

病変は見られなかつた。尿中のTSE感染性が、自然の
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。

onlinel: ヒヒツジにおけ
る研究によると、輸血によるBSE伝 播のリスクは驚くほど

。ヽエジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま
2008`「8 はスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病

月28日 した。その結果、BSEおよびスクレイピーと
リヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する

前のドナーから採取された血液によつても伝播するこ

示された。

こったハムスターPrPCは 、野生型ハムスターに対して感

染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、
反対方向でも得られた。PMC鴫 幅を繰り返すとh宙tro産

生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、h uv。での

連続継代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によつて決定され
ることが示唆される。

イラブル:=刀帯涙護 ヽ頂勁顔暉顧曖分覇ぶ物面弱いら丁厠ウ
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ

14124-14129 イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス
ミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、SarO!d

イルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498
から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

した

ジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接
ルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvC」D接種
ルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン

ヒ。感染牛と同じ国の孤発性C」D患者でPrPが異
なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い

性および見かけ上孤発性C」Dである症例との関連

一帆
狐

ェルト・ヤコ
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正
用
置

適
使
措

出典

infect Dis

14:834-836

80714に同じ

Transfusion 2008:
i348-1354

ングニ Transfusion 2008: 714に同じ

イルス感染 :333-1341

Sanguin!s

95(Supp1 1):

Infect Dls

フェルト・ヤコ
ブ病
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ID

176

受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 文献 症例
正
用
置

適
使
措
感染症(P十) 出典 概要

異型クロイツ

フェルト・ヤコ

ブ病

112008:134:

7-768

14に同じ

ウイルス感染 Proc Natl Acad Sci
USA 2008:105:

14124-14129

異型クロイツ

フェルト・ヤコ

ブ病

'LoS ONE 2008:3

,3017′

2003/11/19 30716 ベネシス 詑燥人フィプリノゲン 凝固性たん

白質
人血液 日本 百効晟分 有 朦 無 ワイルス恐栄 Emerg:nfec1 0is

1008: 14:834-836

14に同じ

ウイルス感染 tLoS Pathogens
1008: 4: e1000M7

手足口病 ″HO Represetatlve

,価ce in China

p田 年5月19日

14に同じ

異型クロイツ

フェリレト・ヤコ

ブ病

Ann NeurO1 2008;

63:697-708

ウイルス感染 Transision 2008;
48: 1180-1187

パルボウィル
ス

FDA/CBER 2008年
7月 業界向けガイ

ダンス(案)

0714に同じデング熱 Transfujon 2Clt18;

48:1342-1347

テング熱 「ransfusiom 2008:

1811348-1354

14に『司じ

テクングニマ

イルス感染 :333-1341

14に同じ

型肝炎 Vox Sangu:nis

2008:95(Supp:1):

282-283

i4に同じ
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受理日 番号 一般名

フェルト・ヤコ
ブ病

異型クロイツ

フェリレト・ヤコ

病

Infect Dis

14: 1406-

Society

2008£「8

7月 業界向けガイ
ダンス(案)

14に同じ

=同じ
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報告者名
生物由来成
分名

Transfusion 2008:

48:1348-1354

141

141こ

80714に同じ

80714に同じ

i4に同じ

714に

14に同じ

ェルト・ヤコ

病

74/171ペ ーン

14に同じ



一証
朗
擬
感染症(PT)

ウイルス感染

一
レ一パ

ス

フェリレト・ヤコ 757■768

Emerg infect Dis

2008:141 1406-

1 4 1 2

American Society
of
Hematology/Press

2008: 134:

Natl Acad Sci

2008: 105:

14124-14129
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ID

179

受理日 番号 報告者名

2008/11/25 30719 人免疫グロブl

一般名
生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区

メン 兄没7ロ フ

リンG
人皿 晟 日本 百効 属 分 無

感染症(PT) 出典

Pathogens
4: e1fiD047

13日

iルボウィル FDA/CBER 2008
7月 業界向けガイ
ダンス(案)

概要

赫 不百な流蒲調=2面 5軍i西戸I茄5百年丁肩i=
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを
、アレナウイルスと同定した。RT―PCR分 析、並び

こS及びL RNAセグメント配列の解析の結果、このウイル
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare
ウイルスと命名することを提案する。

で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移
れた70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド

者2名の検体をCDCが 検査したところ、全員、リ
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス(LCMV)陽性であり、ドナー

からの伝播であつたことが確認された。移植前にはエイラ

ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行つたが、LCMVの

検査は行つていなかつた。

リス

るための核酸増幅検査(NAT)についてのガイダンス

案が示された。全ての血漿由来製剤について、製造プー

ル中のパルボウイルスB19 DNAのウイルス負荷を確実に
10000:U/ml未満とするため、製造過程の品質管理検査
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの

感度は少なくともll100000 1U/m:とするべきである。これら
基準を超えるものは使用してはならない。

Hepato!2008:48: ス百売茅 てヽ 赫 醸 薇薔辞爾藉種丁
1022-1025 力価陽性、HBV DNA陽 性の濃厚赤血球と新鮮凍

策を輸血された59歳の患者が4ヶ月後に急性B型肝
を発症した。また同じ供血血液由来のRCCの 輸血を受
た71歳の患者も7ヶ月後にHBV感 染を認めた。
―と同じ配列を有するジェノタイプDが感染していた。潜
性B型肝炎ウイルス感業者の血液は抗HBs抗体
こかかわらず、感染性を有した。
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報告者名 原材料名 原産国
正
用
置

適
使
措

ウイメレス

ルボウィ

Pathogens

41e1000047

月 業界向けガイ
ンス(案)

1022-1025

ransfusion
1368,1375

出典

ransfusion 2008;
1368-1375

日本 献血された
値のため不適当とされ、自EV陽性であつた。当該ド

、9月6日にも献血を行い、HEV
る血小板が輸血されていた。当該ドナーと

月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14

日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7

名がHEV陽性であつた。レシピエントは輸血22日目にALT
が上昇し、HEVが検出された。

719に同じ

19に同じ

1系

Donald

)よ

入手した

ジヒドロ葉

(DHFR)欠

損チャイ
:-x,,\a
スター卵巣
であ
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80724

ジェンザイ
ム・ジャパ

ジ至凛爾
ム・ジャパ

ジェン
ム・ジャパ

ン

3研
・ジャパ

・ジャパ

ロニダーゼ(遺伝子組換え)

:下画 面ラ丁犠 石舜蒻Fリジ
…

E下雨繭 面ラ丁輔 石が リジ
‐̈

:卜胸腺

千而藤
~~

ク、ノル
ウェー、フィ

生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区分 感染症(PT)

〃漱醍耗 こおいて、レ 者から分離
スピラは、」ava面ca血清群型に分類される新し

血ヽ清型で、ArenJと命名された。同じ地区の重症患者
から分離された株も同じ血清型であつたことから、この株
この地域に流行する新規の高病原性の血清型である
えられたも

1症例が報告されている。感染症管理センター長による
、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると
。2007年まではQ熱 はオランダではほとんど存
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生物由来成
分名

原材料名 文

　

一

概要

ルプラデシ州で てし

イルスは、インド保健省の専門家らにより

急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数

週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡した
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で
日本脳炎陽性となつた患者は5%以下であつた。日本脳炎
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査
中である。

Naせ Acad Sci

2008:105:

インフルエ:

イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス
はThdierのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Sa青6id
イルスと最も近縁であつた。また、胃腸疾患患者群498
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ
ルスが検出された。

J Food Prot 2008: 蔦蘭 西肩葛脚碑轟ウ赫 隷 も誘配
71:802-806 染性リスクと死骸成熟度スコアによって評価される米国

からの牛肉におけるリスクとを比較した。日本政府は死骸
スコアがA40以下のウシの牛肉の輸入を許可して

るヽが、A40以下のウシは21月齢未満であると推測され、
5国でのBSE保有率が同等であるとすると、BSE感染性リ
クに差は見られなかつた。

Joumal
and

Japan 2007: 9:

クロイツ 畜産技術 ` BSEの取り込みに関わる腸粘膜の細胞を同定するた
ウシ腸上皮細胞株を樹立し、M細胞分化誘導系を確フェリレト・ヤコ 月号19-22頁
立した。この系を用いてM細胞がPrPscを取り込むことを
証明した。この結果から、PrPBSEが経口摂取によつて感
染するときに、腸のパイエル板を覆うドーム部の上皮層に
あるM細胞が関わることが強く推定されたち

病

受理日 番号 l報告者名

清療法研
所

日本ビー

ンー ンー

造

寿菟菱舜薫可ラ
‐~‐

内用(日本株)

有区

イン

14124-14129

感染症(PT)

イルス性脳

4 - |-2
7  - - -

ジーランド

である。牛由来材料または人血漿材料を用いて生物製
を製造する場合、プリオンによる製造原料の潜在的汚
染の可能性が存在している。安全対策がより効率的・効
果的であるために、さらに発症メカニズムの解析、高感度
の開発、除去・評価法の開発が必要である。
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受理日 番号 l報告者名 感染症(PT) 出典 概要

腰 面憂面輔譲ルで'力洵牙ラ菖百砥蒔
こおけるE21lKと呼ばれる新規の遺伝子変異を同
た。この変異は遺伝性CJDの ヒトにおいて見られる

病因性変異と同一であり、ウシPmp遺 伝子内で潜
在的病原性変異を有するBSE確 定ウシの最初の報告で

最近の疲学的試験によるとK211アレルは6062頭の
シで全く検出されず、E21lK変異は極めて頻度が低い
(200094中1例未満)。

ルリラ夢'砿力澤そ轟:)石轟西ラ万勁=
こ感染させたShasと共に飼育するかまたはその1
曝露させた。曝露した動物でのプリオン感染率は

8卜100%で、潜伏期間は140日以下であり、糞、おそらく糞
食を介した伝播が示唆された。Shaプリオンを過剰発現す

ランスジェニックマウスに脳内接種したところ、潜伏期
て低レベルの感染性プリオンの排泄

が続いていた。

夕肉処理施設の従業員に

が認められ、12月までに12症例が確
ヒ。12例中10例でCSF蛋 白が上昇し、1例は
見られた。10例でMRlこより脊髄神経根の増強

見られた。全員でlgGの免疲業色パターンを含む新規
己抗体プロフライルが確認された。この症候群

ま多発神経根筋障害であつた。特徴的な環境曝露によつ

フェルト・ヤコ
ブ病

Pathogens

4:e1000156
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神経学的自己免疲が誘導されたことを支持する。



受理日

2003/11/27

シリキシ
(遺伝子

トトランス

フェリン

シ胎仔血′ヽシリキシマブ(

塀 フデ蒸砥芸榔
~̈~‐

ジ頂=々ヲ¬爵藤商面酵ぴ
~~~‐

シインスリ

ジ芍 ドジ

ウシトリブド
‐

理トリプシン

シペプチ
ダーゼ

え型インスリ
ン(Nuce::in)

ウシの皮及び
由来ゼラチ

′の乳及び
夕の膵臓由

夕の膵臓

メリカ及

生物由来成
分名

原材料名
適エ
使用
措置

報告者名 一般名

フア萄iテF7
ファーマ

ノ′ψレティ
スフアーマ

′バ Jじ手 ベシリキシ■

スファーマ

ノ′ヽルティ シリ シマ

スファーマ

ノパルティ 「ミン頭わや】壼石事翻慶;ぴ
………

スフアーマ

概 要
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生物由来成
分名

原材料名 原産国 含有区

製造工程

正
用
置

適
使
措

132131

Press Release
年7月23日

142141

日本

神経疾患症例数は3つの州で24例となり、他の可能性
症例が評価中である。ミネソタ州のQPP工場の作業員が
18名、インジアナ州で5名およびネブラスカ州で1名であ
る。

1週間に少なくとも18頭のウシが原因不明の病気で

したと報告した。死後の血液や内臓の予備的検査で

を確認できなかつた。水源か牧草地の汚染が原
可能性があり、検査中である。狂牛病ではないとして

ラ7輌ビジ百群詰ξ嘉商 '5あ研百露薔両面頭あス書 三弓「
が死亡した。出血性敗血症に類似するこの疾患に注意す

るように呼び掛けている。約231頭の家畜がこの細菌に感

染した。伝染性が高く、体液を通じて次々に感染する。
人々の健康と安全性のためスイギュウの屠殺を

一時的に

禁上した。

)/l,San Jose do Rio
感染により死亡した事が確認されたため、sao Pad。州は
この疾病に対する新たな警告を出した。Grandeおよび
Riv配地域に住むまたは訪問する人は全員、黄熱

ウイルスに対するワクチン接種を受けなければならない。

された。0～5歳の小児19名(死者3名を含む)が
まれている。治療に当たつた医師も感染し、蘭離され

。治療薬が不足している。WHOによると、近いうちに
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薬品が届けられる予定である。
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27日、CF:Aは、2008年6月23日に発表された
牛はB‖ush cdumЫaの5歳の乳牛であつたことを確
た。カナダで13頭目のBSE牛である。どの部位もヒト

料または飼料システムに入つていない。調査を実施中
ある。

83/171ぺ ……ン
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i苗丁ёttT画 面 硫薄筋 丙
ることを確認した。どの部位もヒト食料または飼料システ
こ入つていない。調査を実施中である。

テ万薫滉菫費澪浮
‐

こおけるE21lKと呼ばれる新規の遺伝子変異を同
した。この変異は遺伝性CJDの ヒHこおいて見られる

病因性変異と同一であり、ウシlmp遺 伝子内で潜

在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で
ある。最近の疲学的試験によるとK211アレルは6062頭の

ウシで全く検出されず、E21lK変異は極めて頻度が低い

(2000例中1例未満)。

てヽ赤血球1単位の輸血を受けた。40分後
こ396℃の発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症
、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で

。患者の血液および赤血球バッグの残存物から
)occus pneumoniaeth)FflaitffiS*tt f:" is dn
r&6s pneumoniaeff f o1f1 6a a frfilt 66 "

た。UVC熙 射は、血小板の品質に影響を及ぼさず
に、細菌(表皮ブドウ球菌、責色ブドウ球菌および大腸
菌)ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス

(HⅣおよびシミアンウイルス40を除く)を不活化するこ
た。しかし、H:Vのような血液感染性ウイルスに対応
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するには、UVC法 をさらに最適化することが必要である。



受理日 含有区分1文献 感染症(PT) 出典

適正

使用
措置

概要

ransfusion |―におけるアモトサレン
697-705 こよるフォトケミカル処理(PCT)過程のプロセス′ヽリ

デーション試験を行つた。フィブリノーゲンおよび第VIII因
こより平均26%減少したが、治療用血漿として十

分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの
レベルの81-97%であつた。PCT処理済FFP中の凝固因子
が治療用血漿に関する欧州規制および国内基準の範囲
に保持されることが示された。

Sanguinis 讃菖ほ死花輌 蓬蒔 薔歴 郵 丁『た面麺
95(Supp: 1), 活化(Pl)は広範囲のスペクトルの予防的ア
S01-02 ある。溶媒界面活性剤(SD)およびメチレンブ

ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン

リボフラビンを用いた新しい方法が導入され
るヽ。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板
血漿および赤血球のためのPI法が開発中である。

Sanguinis
94:315-323 (PCT―PLT)の輸血に関連する有害事象を調べるために

動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名
こ7437件のPCT―PLTが輸血され、その内、68件が有害
象と関連付けられた。PCT―PLT輸血に関連した急性輸
反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であつた。

DNA

存在をRT PCR法 により調べた。その結果、治療終了
では87%、治療完了後6ヶ月では77%、治療後2年を過ぎて
7磁の患者で、無症候性であるにもかかわらず、
DNAが 検出された。適切な治療を行い、回復し

たように見えても、Brucdla DNAは存続する。ブルセラ菌
は除去不可能な持続性の病原体である。

菊面ゴ頂不髄 = 癬 蔵菊 面蔽 :=予薇西百藤あ慧性苺破不
治療学会総会 炎を併発し、血小板残液からBad‖us cereusが検出さ
25-27日 れた症例の報告である。TRA日様の急性呼吸不全を呈し
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ
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が、診断及び同一菌株の証明に重要である。
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マトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降
:7月7日までに、米国の41の州、ワシントンDCお よ

ダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ
ントポールに感染したことが確認された。

2008年3月26日
,ラ芽π茅 耐 ]乃ヨ7三百繭 棚 百勘 薮ほT要
となつた2000年の28例から昨年(2007年)は340例まで

た。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増
である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に
る。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診
れた人々と連絡をとつて、性的パートナーを探し、検
るよう勧めている。

葛 ど勇漸市勇Fる轟 百
……

おr“感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血
、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を皇し、

た。血液塗株標本で赤血球の5～15%に トロフォブイ

(栄養体)があつた。患者血液検体中でBabedaは形態
こ確認され、PCRで B microt陽性であつた。輸血さ

れた製剤の供血者のうち1名がB mtr“ 陽性であつた。

95(Suppl i): 入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血
調査を行つた。適合供血のうちEuSA法 で反復陽性
このは0013%(90/651471)で、そのうちRIPA陽

はj弔(28/82)で、陽性確認率は00043%であつた。全供
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回
者に絞つた対策の検討が示唆された。

14: 1013- しており、毎年70094近く、トルコを含めると3950例のヒ
での感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の
100倍とみられ,また飼い犬の血清陽性率は25%と推
定される。薬剤耐性Leishma面a hfantumがイヌを介して
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必
ある。
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